
朝
彦
親
王
の
広
島
配
流
に
関
す
る
談
話
聴
取

袂
袒
幻
の
﹃
史
談
会
速
記
録
﹄
袂
袒

白

石

烈

は
じ
め
に

本
稿
で
紹
介
す
る
臨
時
帝
室
編
修
局
写
本
︵
臨
帝
本
︶﹁
中
川
宮
御
遠
座
事
件(�
)

﹂
は
︑
久

邇
宮
初
代
朝
彦
親
王
︵
文
政
七
年
︵
一
八
二
四
︶
～
明
治
二
十
四
年
︵
一
八
九
一
︶
︶
が
明
治

元
年
八
月
に
皇
族
の
身
分
を
剝
奪
さ
れ
て
広
島
藩
に
配
流
さ
れ
た
事
件
が
︑
冤
罪
だ
っ
た

こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
︒
明
治
維
新
に
お
い
て
は
様
々
な
勝
者
と
敗
者
の
区
分
が
発
生

し
た
が
︑
こ
れ
は
武
家
や
公
家
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
︑
皇
族
に
お
い
て
も
同
様

の
例
が
存
在
し
た
︒
そ
れ
が
朝
彦
親
王
で
あ
る
︒
親
王
は
幕
末
政
局
に
お
い
て
徳
川
慶
喜

や
会
津
藩
主
松
平
容
保
を
支
持
し
た
有
力
者
だ
っ
た
た
め
︑
王
政
復
古
後
に
戊
辰
戦
争
が

継
続
す
る
状
況
下
︑
朝
敵
と
さ
れ
た
徳
川
慶
喜
と
密
通
し
︑
朝
廷
へ
謀
反
を
企
て
た
と
の

嫌
疑
が
か
け
ら
れ
た
の
だ
っ
た
︒

現
在
の
研
究
で
は
こ
の
事
件
が
冤
罪
で
あ
っ
た
こ
と
は
証
明
さ
れ
て
い
る
︒
本
稿
で
紹

介
す
る
談
話
聴
取
も
︑
後
述
す
る
国
立
公
文
書
館
所
蔵
写
本
︵
国
立
公
文
書
館
本
︶
が
す

で
に
紹
介
さ
れ
て
お
り(�
)

︑
そ
の
意
味
で
完
全
な
新
出
史
料
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
︒
し
か

し
︑
本
史
料
は
国
立
公
文
書
館
本
よ
り
も
史
料
の
来
歴
情
報
が
明
確
で
︑
筆
者
が
こ
れ
ま

で
分
析
し
て
き
た
明
治
期
の
修
史
事
業
に
関
連
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

ま
た
︑
原
本
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
写
本
で
し
か
内
容
を
把
握
で
き
な
い
こ
と

か
ら
︑
本
稿
に
お
い
て
全
文
翻
刻
す
る
︒

一

翻
刻
史
料
の
底
本
に
つ
い
て

本
史
料
は
︑
明
治
太
政
官
政
府
の
刑
法
官
判
事
だ
っ
た
旧
徳
島
藩
士
中
島
錫
胤
に
対
す

る
︑
史
談
会
関
係
者
に
よ
る
談
話
聴
取
記
録
で
あ
る
︒
中
島
は
朝
彦
親
王
に
広
島
配
流
を

言
い
渡
し
た
勅
使
に
随
行
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
︒
史
談
会
は
宮
内
省
が
開
始
し
た
旧
藩

事
蹟
取
調
事
業
を
契
機
と
し
て
旧
大
名
家
有
志
が
発
足
さ
せ
た
団
体
で
︑
明
治
維
新
に
関

係
し
て
〝
不
偏
不
党
〟
の
立
場
か
ら
敗
者
側
の
史
料
収
集
を
も
企
図
し
て
い
た
︒
同
時
に

存
命
中
の
明
治
維
新
経
験
者
か
ら
体
験
談
を
聴
取
し
︑
そ
れ
を
活
字
化
し
て
会
員
に
配
布

し
て
い
た
︒
こ
れ
が
﹃
史
談
会
速
記
録
﹄
︵
一
一
輯
よ
り
二
三
二
輯
ま
で
は
﹃
史
談
速
記
録
﹄
︶

で
︑
昭
和
十
三
年
︵
一
九
三
八
︶
四
月
の
第
四
一
一
輯
ま
で
の
発
行
が
判
明
し
て
い
る(�
)

︒
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し
か
し
︑
本
史
料
は
談
話
を
聴
取
し
た
も
の
の
︑
そ
の
内
容
が
社
会
に
流
布
す
る
こ
と
を

回
避
す
る
た
め
か
︑
印
刷
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
︒

中
島
へ
の
談
話
聴
取
は
明
治
二
十
六
年
六
月
二
日
と
十
六
日
の
二
回
実
施
さ
れ
た
た
め
︑

本
史
料
も
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
︒
第
一
回
聴
取
は
赤
坂
離
宮
内
の
旧
藩
事
蹟
取
調
所

に
て
行
わ
れ
︑
本
史
料
の
中
核
部
分
に
当
た
る
︒
こ
の
速
記
は
中
島
錫
胤
本
人
が
確
認
し

た
と
み
え
︑
同
人
に
よ
る
補
足
説
明
の
付
箋
が
七
箇
所
に
付
さ
れ
て
い
る
︒
第
二
回
聴
取

は
中
島
錫
胤
宅
で
行
わ
れ
た
︒
質
問
者
は
史
談
会
幹
事
で
島
津
家
編
輯
員
の
寺
師
宗
徳
の

み
だ
が
︑
事
件
当
時
容
疑
者
の
捕
縛
に
当
た
っ
た
西
田
周
作
が
中
島
に
宛
て
た
書
簡
︵
事

件
当
時
の
回
顧
︶
を
開
き
な
が
ら
︑
そ
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
し
て
い
る
︒
そ
の
た
め
そ

の
書
簡
も
全
文
筆
写
さ
れ
て
い
る
︒

本
史
料
の
原
本
は
︑
史
談
会
に
よ
っ
て
明
治
二
十
六
年
七
月
二
十
九
日
に
作
成
さ
れ
︑

旧
藩
事
蹟
取
調
所
に
保
管
さ
れ
た
︒
同
所
に
蓄
積
さ
れ
た
史
料
群
は
︑
明
治
三
十
四
年
十

二
月
二
十
七
日
に
宮
内
省
か
ら
史
談
会
に
下
付
さ
れ
た(

)

︒
そ
の
目
録
で
あ
る
﹁
旧
藩
事
蹟

取
調
所
蒐
集
史
料
書
目
﹂
に
は
︑
イ
ロ
ハ
順
の
﹁
ナ
之
部
﹂
に
﹁
中
川
宮
御
遠
座
事
件

一
冊
﹂
と
記
載
が
あ
り(�
)

︑
史
談
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑

こ
の
史
料
群
は
明
治
三
十
八
年
十
二
月
に
史
談
会
か
ら
文
部
省
に
寄
贈
さ
れ
︑
こ
れ
が
現

在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
﹁
史
談
会
本
﹂
シ
リ
ー
ズ
に
該
当
す
る
︒
文
部

省
に
寄
贈
さ
れ
た
書
目
は
明
治
三
十
九
年
四
月
十
三
日
付
﹃
官
報
﹄
学
事
欄
に
掲
載
さ
れ

た
が
︑
そ
こ
に
は
﹁
中
川
宮
御
遠
座
事
件
﹂
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
︒
つ
ま
り
︑
文
部
省

へ
の
寄
贈
分
か
ら
は
外
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
︒
こ
の
理
由
は
︑
旧
弘
前
藩
士
で
史
談
会
幹

事
の
外
崎
覚
が
預
か
り
置
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
そ
し
て
外
崎
は
大
正
十
一
年
︵
一
九

二
二
︶
六
月
二
十
四
日
︑
当
該
原
本
が
﹁
極
め
て
秘
密
之
書
類
﹂
で
あ
る
こ
と
か
ら
久
邇

宮
家
に
献
上
し
た(�
)

︒
献
上
よ
り
前
の
段
階
で
外
崎
が
筆
写
し
た
の
が
国
立
公
文
書
館
本
で

あ
る
︒

久
邇
宮
家
で
所
蔵
さ
れ
た
原
本
は
︑
大
正
十
五
年
十
一
月
一
日
︑
明
治
天
皇
紀
の
編
修

を
進
め
る
宮
内
省
の
臨
時
帝
室
編
修
局
が
借
用
し
︑
同
年
十
二
月
十
七
日
付
で
返
却
さ
れ

て
い
る(
)
︒
こ
の
間
に
同
局
が
筆
写
し
た
の
が
︑
本
稿
で
紹
介
す
る
臨
帝
本
で
あ
る
︒
毛
筆

で
﹁
臨
時
帝
室
編
修
局
第
一
二
号
﹂
罫
紙
︵
十
行
罫
紙
︶
に
写
さ
れ
︑
丁
数
は
五
〇
丁
で

あ
る
︒二

内
容
上
の
特
徴

こ
の
談
話
聴
取
が
実
施
さ
れ
た
背
景
と
し
て
二
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒
一
つ
は
︑
史

談
会
幹
部
が
こ
の
事
件
を
冤
罪
と
判
断
し
︑
雪
冤
を
実
現
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
︒
こ
の
談
話
聴
取
の
約
二
箇
月
前
の
四
月
八
日
︑
旧
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
茂
韶
へ
の

談
話
聴
取
時
に
︑
秋
元
家
︵
館
林
藩
︶
編
輯
員
岡
谷
繁
実
が
朝
彦
親
王
の
事
件
に
つ
い
て
︑

﹁
史
談
会
で
も
其
御
冤
罪
は
雪
い
で
上
げ
や
う
と
思
つ
て
居
る
こ
と
で
︑
当
月
か
来
月
の

内
に
は
必
ず
御
冤
罪
の
事
を
取
調
べ
ま
し
て
︑
其
冤
を
雪
い
で
上
げ
ま
す
積
り
で
あ
り
ま

す(�
)

﹂
と
表
明
し
て
い
た
︒
中
島
錫
胤
へ
の
談
話
聴
取
は
︑
こ
の
予
定
が
実
行
さ
れ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う
︒

二
つ
目
は
︑
こ
の
談
話
聴
取
が
実
施
さ
れ
た
時
期
は
︑
久
邇
宮
家
が
朝
彦
親
王
の
広
島

配
流
を
冤
罪
で
あ
る
と
証
明
す
る
た
め
の
活
動
を
本
格
化
し
て
い
た
時
期
と
重
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る(�
)

︒
同
家
は
事
件
当
時
の
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
複
数
回
実
施
し
て

い
る
が
︑
徳
川
慶
喜
本
人
に
親
王
と
の
密
通
の
有
無
に
つ
い
て
書
簡
で
問
い
合
わ
せ
る
な

ど
︑
そ
の
活
動
は
徹
底
し
て
い
た
︒
こ
の
時
︑
久
邇
宮
家
か
ら
依
頼
さ
れ
て
徳
川
慶
喜
と

連
絡
を
と
っ
た
の
が
旧
岡
山
藩
主
池
田
茂
政
︵
慶
喜
の
弟
︶
で
︑
池
田
は
中
島
錫
胤
へ
の
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談
話
聴
取
で
も
質
問
者
と
し
て
参
加
し
︑
そ
の
直
前
に
史
談
会
副
会
長
に
就
任
し
て
い
た

︵
︻
表

中
島
錫
胤
へ
の
質
問
者
一
覧
︼
参
照
︶
︒
さ
ら
に
質
問
者
の
島
津
家
編
輯
員
市
来
四
郎

は
史
談
会
発
足
の
中
心
人
物
で
︑
明
治
二
十
九
年
に
は
池
田
茂
政
と
共
に
久
邇
宮
家
の
朝

彦
親
王
履
歴
調
査
の
顧
問
を
務
め
て
い
る
︒
市
来
の
収
集
史
料
の
な
か
に
朝
彦
親
王
の
冤

罪
関
係
史
料(10
)

も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
︑
彼
が
朝
彦
親
王
の
事
蹟
執
筆
に
際

し
て
﹁
御
冤
罪
と
断
然
書
い
て
宜
し
い
﹂
と
発
言
し
て
い
る
点
は
本
心
と
み
な
せ
よ
う
︒

同
時
に
︑
事
件
関
係
者
自
身
の
口
か
ら
も
朝
彦
親
王
の
広
島
配
流
が
冤
罪
で
あ
っ
た
と

断
言
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
で
き
る
︒
特
に
︑
事
件
を
取
り
扱
っ
た
人
物
と
し
て
輔
相
岩

倉
具
視
・
刑
法
官
知
事
大
原
重
徳
・
参
与
木
戸

孝
允
・
大
久
保
利
通
・
広
沢
真
臣
・
副
島
種
臣

ら
の
具
体
名
が
挙
が
っ
て
い
る
︒
な
か
で
も
岩

倉
具
視
は
︑
朝
彦
親
王
が
証
拠
書
類
の
不
備
を

指
摘
し
︑
嫌
疑
を
否
定
し
続
け
た
状
況
下
に
︑

広
島
配
流
を
﹁
押
付
け
て
仕
舞
へ
﹂
と
い
う
指

示
を
出
し
て
い
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
目

を
ひ
く
︒

そ
し
て
︑
談
話
聴
取
参
加
者
は
︑
明
治
太
政

官
府
の
行
政
官
か
ら
明
治
二
年
三
月
に
伝
達
さ

れ
た
御
沙
汰
書
の
文
言
ま
で
批
判
を
展
開
す
る
︒

こ
れ
は
朝
彦
親
王
が
徳
川
慶
喜
に
遣
わ
し
た
と

さ
れ
る
密
使
が
側
近
の
﹁
詐
偽
﹂
だ
っ
た
こ
と

を
認
め
つ
つ
も
︑
完
全
な
罪
の
解
消
に
至
っ
て

い
な
い
内
容
︵
﹁
然
ル
ニ
﹂
と
い
う
文
言
に
言
及

し
た
箇
所
︶
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
御
沙
汰
書
は
当
時
の
﹃
太
政
官

日
誌
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
︑
朝
彦
親
王
の
冤
罪
を
雪
ぐ
障
害
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
︒

こ
れ
ら
の
結
果
︑
当
該
事
件
は
冤
罪
で
あ
り
︑
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
﹁
陛
下

︵
明
治
天
皇
袞
白
石
注
︶
の
御
名
誉
﹂
﹁
帝
室
の
御
毀
誉
﹂
に
関
わ
る
と
の
結
論
に
至
っ
て

い
る
︒
す
な
わ
ち
︑
こ
の
問
題
は
親
王
一
個
人
の
問
題
で
は
な
く
︑
皇
室
全
体
に
も
影
響

を
与
え
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
︒

明
治
期
に
展
開
さ
れ
た
官
民
の
修
史
事
業
に
お
い
て
︑
史
談
会
は
明
治
維
新
の
矛
盾
点

︵
＝
朝
敵
皇
族
の
創
出
︶
解
消
を
明
確
に
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
既
述
し
た
市
来

四
郎
の
甥
で
あ
る
寺
師
宗
徳
も
﹁
何
ト
カ
御
雪
冤
ノ
コ
ト
ナ
ク
テ
ハ
済
マ
セ
ラ
レ
ス
﹂
と

発
言
し
て
お
り
︑
薩
摩
藩
島
津
家
を
中
心
と
す
る
会
員
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
方
針
を
と
っ

て
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
︒
同
時
に
︑
そ
の
談
話
聴
取
記
録
の
印
刷
発

行
が
回
避
さ
れ
た
こ
と
は
︑
当
該
期
の
修
史
事
業
の
持
つ
性
格
の
一
端
を
も
象
徴
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
政
治
と
修
史
の
関
係
性
と
い
う
意
味
で
も
︑
本
史
料
が
示
唆
す
る

情
報
量
は
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
︒

註(
�
)

｢
中
川
宮
御
遠
座
事
件
﹂
︵
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
︒
識
別
番
号
三
六
一
八

九
︒
旧
函
架
番
号

明
袞
六
九
九
︶
︒

(
�
)

友
田
昌
宏
﹁
近
代
天
皇
制
国
家
の
形
成
と
朝
彦
親
王
﹂
︵
松
尾
正
人
編
﹃
近
代
日
本
成

立
期
の
研
究
︻
政
治
・
外
交
編
︼
﹄
岩
田
書
院
︑
二
〇
一
八
年
︶
︒

(
�
)

柳
生
四
郎
・
朝
倉
治
彦
編
﹃
幕
末
明
治
研
究
雑
誌
目
次
集
覧
﹄
︵
日
本
古
書
通
信
社
︑

一
九
六
八
年
︶
︒
な
お
︑
史
談
会
編
﹃
史
談
会
速
記
録
﹄
合
本
一
～
合
本
四
四
︵
原
書
房
︑

一
九
七
五
年
︶
と
し
て
第
三
九
五
輯
ま
で
復
刻
さ
れ
て
い
る
︒
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【表】 中島錫胤への質問者一覧

氏名 肩書き等

岡谷繁実 秋元家（館林藩）編輯員

池田茂政 旧岡山藩主／史談会副会長／徳川慶喜の弟

丁野遠影 山内家（土佐藩）編輯員

服部敏 徳川家（水戸藩）編輯員

宮地厳夫 山内家（土佐藩）編輯員

市来四郎 島津家（薩摩藩）編輯員／史談会発起人の一人

寺師宗徳 島津家（薩摩藩）編輯員／史談会発起人の一人／市来四郎の甥



(


)

こ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
は
︑
白
石
烈
﹁
宮
内
省
の
旧
藩
事
蹟
取
調
事
業
と
史
談
会
﹂

︵
上
)
・
(
下
︶
︵
﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
七
一
号
︑
七
二
号
︒
二
〇
二
〇
年
～
二
〇
二
一
年
︶
を
参

照
さ
れ
た
い
︒

(�
)

内
事
課
﹁
明
治
二
十
六
～
四
十
三
年

殉
難
者
及
旧
藩
事
蹟
取
調
録
﹂
︵
宮
内
庁
書
陵

部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
︒
識
別
番
号
五
三
四
︶
明
治
三
十
四
年
第
四
号
文
書
所
収
︒

(
�
)

｢
中
川
宮
芸
州
御
遠
座
事
件
﹂
︵
国
立
公
文
書
館
所
蔵
︒
請
求
番
号
一
四
一
袞
一
五
〇
︶

に
挟
み
込
み
の
献
納
書
控
よ
り
︒

(
)

臨
時
帝
室
編
修
局
﹁
大
正
十
五
年

明
治
天
皇
紀
編
修
録
﹂
一
︵
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内

公
文
書
館
所
蔵
︒
識
別
番
号
一
一
二
七
〇
袞
一
︶
第
三
号
文
書
︒
こ
の
原
本
の
所
在
は
未
確

認
で
あ
る
︒

(
�
)

『
史
談
会
速
記
録
﹄
第
八
輯
︵
一
八
九
三
年
︶
二
三
頁
︒

(
�
)

白
石
烈
﹁
,
久
邇
親
王
行
実
-
の
編
纂
と
宮
内
省
﹂
︵
国
立
公
文
書
館

平
成
三
〇
年
度

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修
Ⅲ

修
了
研
究
論
文
︑
二
〇
一
九
年
︶
︒

(
10
)

彼
の
収
集
史
料
群
﹁
石
室
秘
稿
﹂
︵
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
︶
に
は
︑
﹁
加

陽
宮
御
冤
罪
事
件
﹂
︵
全
四
冊
︒
請
求
記
号
﹁
石
室
秘
稿
一
九
袞
一
～
四
︶
な
ど
が
確
認
で

き
る
︒

【
凡
例
】

・
翻
刻
は
﹁
中
川
宮
御
遠
座
事
件
﹂
︵
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
︒
識
別
番
号
三
六

一
八
九
︒
旧
函
架
番
号

明
袞
六
九
九
︶
を
底
本
と
し
︑
国
立
公
文
書
館
本
︵
﹁
中
川
宮
芸

州
御
遠
座
事
件
﹂
請
求
番
号
一
四
一
袞
一
五
〇
︶
で
校
訂
し
た
︒

・
翻
刻
は
常
用
字
体
を
使
用
し
︑
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
︒

・
底
本
で
は
第
二
回
聴
取
︵
中
島
錫
胤
宛
西
田
忠
之
書
簡
を
含
む
︶
が
︑
第
一
回
聴
取
よ
り

先
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
︑
読
み
や
す
さ
を
優
先
し
時
系
列
順
に
前
後
を
逆
に
し
た
︒

・
巻
末
に
翻
刻
し
た
中
島
錫
胤
に
よ
る
七
つ
の
付
箋
は
︑
底
本
で
は
本
文
欄
外
下
部
に
そ

れ
ぞ
れ
場
所
が
指
示
さ
れ
て
い
る
が
︑
本
稿
で
は
便
宜
上
︑
該
当
箇
所
上
部
に
位
置
す

る
本
文
を
破
線
で
表
記
し
た
︒

【
翻
刻
】

(
表
紙
見
返
し
)

｢
十
二
月
二
日

(
欄
外
上
部
付
箋
)

校
了

堀
﹂
／

｢
臨
時
帝
室
編

(
欄
外
下
部
朱
印
)

修
局
蔵
﹂

﹁
明
治
二
十
六
年
六
月
二
日

男
爵
中
島
錫
胤
氏
談
話

中

川

宮

御

遠

座

事

件

旧
藩
事
蹟
取
調
所

﹂
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台
本
出
処

久

邇

宮

家

採
集
人
名

御
用
掛
本
多
辰
次
郎

採
集
年
月

大
正
十
五
年
十
一
月

校

正

堀

元
恭

謄
写
人
名

福
田
熊
五
郎

備

考

(局 修 編 室 帝 時 臨)



｢
明
治

(
朱
書
)

元
年
正
月

(
マ
マ
)

記
事
﹂

中
川
宮
御
遠
座
事
件

﹁
中
島

(
朱
書
)

錫
胤
談
﹂

表
紙
朱
書
ハ
寺
師
宗
徳
筆
蹟

大
秘
密
書
類

貳
冊

右
ハ
史
談
会
所
蔵
ノ
モ
ノ
拙
者
預
置
︑

附
箋
ハ
中
島
男
爵

自
筆
ト
被
認
候

同
会
幹
事

外
崎
覚
︵
印
︶

(
輪
郭
朱
書
)

｢

﹂

中

川

宮

御

遠

座

事

件

完

﹂

︵
表
紙
)

﹁
明
治
二
十
六
年
六
月
二
日

史

談

会

速

記

録

第
六
十
二
回

中

島

錫

胤

先

生

談

話

史

談

会

﹂

史
談
会
速
記
録
第
六
十
二
回

吉
木
竹
次
郎
速
記

明
治
二
十
六
年
六
月
二
日

旧
藩
事
蹟
取
調
所
ニ
於
て

○
中
島
錫
胤
先
生
談
話

○
岡
谷
君

(
岡
谷
繁
実
)

今
日
願
ひ
ま
し
た
は
他
て
は
ご
さ
り
ま
せ
ぬ
が
︑
久
邇
宮
の
左
遷
一
条
で
ご

さ
り
ま
す
︒
先
般
三
条
公

(
三
条
実
美
)

へ
伺
ひ
ま
し
た
と
こ
ろ
が
︑
ド
ウ
も
自
分
も
知
ら
ぬ
︑
是
れ
は

中
島
錫
胤
が
知
つ
て
居
る
か
ら
︑
ア
チ
ラ
へ
尋
る
様
に
と
云
ふ
こ
と
で
︑
其
後
嵯
峨
さ
ん

(
嵯
峨
実
愛
)

に
問
ひ
ま
す
と
矢
張
り
御
同
様
の
事
で
︑
其
他
土
肥
君

(
土
肥
謙
蔵
)

に
問
ふ
て
も
︑
何
れ
も
先
生
に

(
中
島
錫
胤
)

伺

ふ
様
に
と
云
ふ
御
答
で
ご
ざ
り
ま
し
た
の
て
︑
是
非
遠
く
か
ら
御
眼
に
か
仗

つ
て
伺
ひ
た

い
と
存
じ
ま
し
た
が
︑
今
日
御
足
労
を
願
ひ
ま
し
た
ハ
其
次
第
で
ご
ざ
り
ま
す
︒

中
島
君

(
中
島
錫
胤
)

其
時
分
に
は
丁
度
刑
法
官
を
始
め
て
御
立
て
に
な
つ
た
時
で
︑
其
時
の
長
官
は

大
原
中
納
言

(
大

原

重

徳

)

で
︑
其
次
に
居
ら
る
仗

副
知
事
は
池
田
侯

(
池
田
茂
政
)
︑
夫
か
ら
私
共
・
土
肥
謙
蔵
︒

此
両
人

【
付
箋
一
】

は
判
官
事
と
申
す
も
の
で
ご
ざ
り
ま
し
て
︑
此
事
に
就
て
は
私
は
主
任
で
は
ご
ざ




































り
ま
せ
ぬ
が
︑
岩
倉
公
か

(
岩
倉
具
視
)

ら
も
親
し
く
御
談
し
が
あ
つ
て
︑
専
ら
取
扱
ひ
を
致
し
ま
し
た
︒




































追
々
山
内
カ
ゲ
ユ
と
云
ふ
人
や
ら
も
御
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
と
も





























︑
︵
欄
外
書
込
︶

﹁
山
田
勘
解
由
ハ
宮
家
ノ
御
家
臣
ニ
て
候
︑
倉
太
郎
氏
ノ
父
富
子
夫
人
ノ
夫
ニ
て
候
／
外

崎
覚
﹂
二
十
六
年
前
の
事
︑
且
御
東
幸

【
付
箋
二
】

の
供
奉
を
致
し
て
︑
夫
れ
か
ら
以
後
は
知
り
ま
せ
























ぬ
の
て
︑
丁
度
八
月
で
ご
ざ
り
ま
し
た
が
︑
九
月
の
御
発
輦
で
夫
か
ら
始
終
東
京
に
居
て




































西
京
に
参
つ
た
事
も
あ
り
ま
せ
ぬ
︒
故
ニ
後
と
は
西
京
詰
め
の
供
を
致
し
ま
し
た
こ
と
で
︑
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謄
写
月
日

廿
六
年
七
月
二
十
九
日

謄
写

木
田

史
料
所
名

中

島

錫

胤

校
正

(
印
)



忘
れ
ま
し
て
こ
ざ
り
ま
す
が












︑
此
間
も
清
岡
に

(
清
岡
公
張
)

も
会
ひ
ま
し
て
︑
段
々
話
合
つ
て
見
ま
す

と
︑
清
岡
は
久
邇
宮
の
御
殿
に
在
る
書
類
な
ど
て
調
べ
て
︑
夫
れ
を
見
る
と
成
程
と
思
起

す
事
が
幾
ら
も
あ
り
ま
す
︒
其
他
其
時
分
の
鞠
獄
の
事
に
与
つ
た
小
原
重
哉
︑
是
れ
に
も

談
し
て
見
ま
し
た
と
こ
ろ
が
︑
此
れ
の
言
ふ
所
を
聞
て
如
何
に
も
と
思
ひ
出
し
た
事
も
あ

り
ま
す
︒
夫
れ
て
其
時
分
に
取
扱
つ
た
最
初
よ
り
の
事
を
御
話
致
し
ま
す
で
ご
ざ
り
ま
す
︒

夫
れ
は
御
即
位
の
前
で
あ
り
ま
す
︒
慶
応
四
年
即
ち
明
治
元
年
七
月
十
五
日
︑
始
め
て
大

原
卿
か
ら
至
急
な
御
用
が
あ
る
か
ら
面
会
し
た
い
と
云
ふ
こ
と
で
参
る
と
︑
実
は
容
易
な

ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
︑
岩
倉
公
か
ら
の
談
じ
も
あ
り
︑
貴
様
主
と
し
て
や
つ

て
呉
れ
と
云
ふ
こ
と
で
︑
ド
ウ
云
ふ
事
と
云
ふ
と
︑
実
は
そ
の
後
藤
縫
三
殿
の
屋
敷
へ
江

戸
表
よ
り
上
野
彰
義
隊
の
残
党
前
田
播
磨
守
と
云
ふ
者
か
来
て
居
る
︒
是
れ
が
中
川
宮

(
朝
彦
親
王
)

へ

窃
か
に
出
て
拝
謁
致
し
て
︑
其
者
に
御
渡
し
に
な
つ
た
物
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
袞
︒
夫

れ
は
密
告
者
か
あ
つ
て
承
知
し
た
事
て
あ
り
ま
す
︒
夫
れ
を
調
べ
て
呉
れ
と
云
ふ
事
で
︑

夫
か
ら
ド
ウ
い
ふ
者
か
ら
御
聞
き
に
な
つ
た
の
て
ご
ざ
り
ま
す
か
と
云
ふ
と
︑
イ
ヤ
夫
れ

は
タ
シ
カ
川
村
文
吾
と
か
︑
是
れ
ハ
清
岡
に
逢
つ
て
思
出
し
ま
し
た
︒
夫
れ
か
ら
密
告
し

た
事
で
あ
り
ま
す
︒
夫
れ
て
文
吾
に
会
つ
て
見
や
う
と
云
つ
て
会
ひ
ま
し
た
が
︑
さ
う
す

る
と
今
御
話
致
す
様
な
事
を
文
吾
が
言
ひ
ま
す
︒
中
川
宮
へ
取
次
き
し
た
者
は
浦
野
兵
庫

と
云
ふ
者
て
︑
此
者
に
手
を
着
け
て
見
ん
と
せ
し
か
︑
容
易
に
手
ハ
着
か
ぬ
︒
八
月
に
な

つ
て
追
々
分
り
掛
け
ま
し
た
︒
遂
に
八
月
十
五
日
に
其
事
は
決
し
ま
し
た
︒
十
五
日
ま
で

の
間
は
種
々
に
探
偵
を
入
れ
ま
し
た
︒
余
程
骨
が
折
れ
ま
し
た
︒
極
秘
密
に
し
て
岩
倉
殿

と
大
原
殿
と
︑
及
備
前
侯
爵
と
︑
夫
れ
か
ら
私
く
ら
ゐ
な
こ
と
で
︑
土
肥
あ
た
り
も
委
し

く
は
知
り
ま
す
ま
い
︒
夫
れ
か
ら
監
察
と
云
ふ
も
の
が
あ
り
ま
し
て
︑
此
の
監
察
の
中
の

確
か
な
者
に
袞
︒
是
れ
も
人
選
し
て
出
し
た
者
で
︑
夫
れ
に
探
偵
さ
せ
て
僅
か
の
数
で
調

べ
ま
し
た
︒
と
こ
ろ
が
宮
の
御
不
審
蒙
り
な
さ
る
仗

事
柄
と
云
ふ
も
の
は
︑
前
田
播
磨
守

と
申
す
者
が
窃
か
に
上
京
し
て
浦
野
兵
庫
に
手
寄
り
て
内
々
宮
へ
申
上
け
た
事
が
あ
つ
て
︑

遂
に
拝
謁
を
仰
付
け
ら
る
仗

事
に
な
つ
た
と
云
ふ
事
で
︑
ソ
コ
で
宮
か
ら
御
渡
し
に
な
つ

た
も
の
が
あ
る
で
す
︒
其
御
渡
し
に
な
つ
た
物
と
い
ふ
の
は
唯
白
紙
で
ご
さ
り
ま
す
︒

白
紙
で

【
付
箋
三
】

あ
つ
て
明
礬
で
字
を
書
き
て
︑
夫
れ
を
水
に
浸
け
る
と
字
が
現
は
れ
る
︑
子
供
な




































ど
が
や
る
ア
レ
で
ご
ざ
り
ま
す
︒
夫
れ
に
僅
か
の
文
字
が
あ
る
の
で
︑
夫
れ
を
御
渡
し
に




































な
つ
て
︑
夫
れ
か
ら
モ
ウ
一
つ
は
御
手
の
形
で
︑
御
実
印
と
い
ふ
印
し
で
︑
夫
れ
を
御
渡




































し
に
な
つ
た






と
云
ふ
こ
と
で
︑
密
告
の
方
か
ら
分
つ
て
来
ま
し
て
︑
夫
れ
を
本
に
し
て
探

偵
し
た
け
れ
ど
も
︑
宮
様
の
事
で
あ
る
か
ら
分
ら
ぬ
︒
浦
野
を
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云

ふ
事
で
あ
れ
ど
も
︑
何
分
取
つ
て
掛
り
や
う
が
な
い
︒
と
こ
ろ
が
八
月
十
五
日
の
晩
に
浦

野
は
御
殿
に
宿
直
で
あ
り
ま
し
て
︑
其
夜
宅
に
帰
る
事
に
な
つ
て
︑
其
途
中
で
捕
縛
し
て
︑

夫
れ
か
ら
段
々
吟
味
す
る
と
︑
其
日
前
田
と
云
ふ
者
を
其
前
に
捕
縛
し
て
置
き
ま
し
て
︑

夫
れ
は
前
田
が
宮
か
ら
の
御
渡
し
の
物
を
貰
ふ
た
か
ら
︑
早
速
出
立
す
る
と
云
ふ
こ
と
で

袞
︒
夫
れ
は
大
坂
か
ら
船
に
乗
る
と
云
ふ
こ
と
で
︑
夫
れ
て
其
前
に
取
押
へ
て
置
い
て
︑

ソ
コ
で
浦
野
を
捕
縛
し
て
吟
味
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
が
︑
ス
ラ
〳
〵
話
を
致
し
ま
す
︒
ド

ウ
も
其
辺
の
事
は
今
日
思
ひ
出
す
と
︑
モ
ウ
二
十
六
年
に
も
な
り
ま
す
か
ら
前
後
を
忘
れ

ま
し
た
り
︑
取
落
し
た
り
致
し
ま
す
が
︑
其
時
軍
令
状

【
付
箋
四
】

の
様
な
物
が
あ
つ
た
と
聞
き
ま
し


















た
︒
一
は
軍
艦
は
摂
海
を
行
く
も
あ
り
︑
東
海
道
を
行
く
も
あ
り
︑
軍
艦
を
敦
賀
に
廻
す




































も
あ
り
︑
鳥
羽
か
ら
来
る
も
あ
り
︑
水
陸
西
京
に
集
つ
て
宮
を
押

(
朝
彦
親
王
)

立
て
仗

取
り
も
敢
へ
ず




































南
北
朝
を
立
て
や
う
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
の
て
︑
岩
倉
さ
ん
始
め
御
心
配
で
︑
其
辺
か
ら




































し
て
各
藩
か
ら
の
浪
人
は
宮
様
に














眼
を
着
け
て
居
て
︑
果
し
て
夫
れ
に
相
違
な
い
と
大
早

計
に
極
め
て
仕
舞
ふ
て
︑
其
軍
令
状
は
後
か
ら
聞
け
ば
浦
野
が
拵
へ
た
も
の
て
︑
夫
れ
は

別
で
私
共
は
知
ら
ぬ
︒
私
共
の
知
る
の
は
明
礬
で
白
紙
に
書
い
た
物
の
み
で
︑
夫
れ
は
宮

様
に
御
尋
ね
申
し
て
︑
其
芸
州
に
御
出
て
に
な
る
は
其
事
の
み
で
︑
ソ
コ
で
浦
野
兵
庫
の
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手
か
ら
前
田
播
磨
に
渡
し
て
あ
る
の
を
取
つ
て
︑
是
れ
が
証
拠
物
で
夫
れ
を
兵
庫
は
相
違

な
い
と
云
ひ
ま
す
︒
ソ
コ
で
宮
様
に
直
ち
に
御
尋
ね
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
︑
其

十
五
日
の
晩
は
徹
夜
で
︑
吟
味
す
る
所
か
ら
御
所
ま
で
は
二
十
余
町
も
あ
り
ま
す
が
︑
雨

は
降
り
︑
其
中
を
四
・
五
度
馬
で
通
ひ
ま
し
て
︑
実
に
今
日
で
言
へ
は
三
時
半
頃
に
極
り

が
つ
き
ま
し
て
︑
モ
ウ
芸
州
へ
は
御
達
し
が
あ
つ
て
︑
ソ
コ
で
芸
州
の
方
か
ら
ド
レ
程
の

兵
隊
て
あ
り
ま
し
た
か
︑
夜
中
に
用
意
に
な
つ
て
︑
夜
が
明
く
る
な
り

勅
使
は
大
原
・

徳
大
寺
・

(
徳
大
寺
実
則
)

大
木
・

(
大
木
喬
任
)

坊
城
・

(
坊
城
俊
政
)

田
中
不
二
麿
・
私
・
土
肥
謙
蔵
も
行
き
ま
し
た
︒
夫
れ
と
マ
ダ

行
き
ま
し
た
様
て
あ
り
ま
す
が
︑
夫
れ
て
御
門
の
明
く
る
を
待
つ
て
宮
の
御
殿
へ
行
き
ま

し
た
の
で
︑
マ
ダ
御
寝
で
ご
ざ
り
ま
し
て

勅
使
で
あ
る
か
ら
宮
も
御
起
き
に
な
つ
て
御

出
で
に
な
つ
て
︑
御
用
の
筋
を
大
原
殿
か
ら
申
す
と
少
し
も
知
ら
ぬ
事
と
云
ふ
事
で
︑
是

れ
は
如
何
て
あ
る
と
云
ふ
と
一
向
知
ら
ぬ
︒
御
手
の
形
を
是
れ
は
如
何
で
こ
さ
り
ま
す
と

云
ふ
と
知
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
︑
御
手
を
合
は
し
為
さ
れ
た
が
︑
宮
は
指
は
通
常
よ
り
短

い
さ
う
で
︑
と
こ
ろ
が
合
は
ぬ
で
あ
つ
て
︑
夫
れ
て
偽
物
と
云
ふ
事
が
分
つ
て
︑
如
何
に

も
御
存
じ
な
い
様
な
御
模
様
に
見
え
ま
し
た
︒
是
れ
ハ
麁
忽
な
事
で
な
か
つ
た
か
と
思
ひ

ま
す
︒
一
寸
も
知
ら
ぬ
事
て
あ
る
︒
斯
様
々
々
な
者
に
御
会
ひ
で
ご
ざ
り
ま
し
た
か
と
云

ふ
と
︑
名
も
知
ら
ぬ
︑
況
ん
や
そ
う
い
ふ
者
に
会
ふ
筈
は
な
い
と
お
つ
し
や
る
︒
夫
れ
か

ら
大
原
殿
は
夫
れ
で
は
済
み
ま
せ
ぬ
か
ら
︑
此
れ
丈
け
は
恐
入
つ
た
の
一
言
が
無
い
と
な

ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
︑
恐
入
つ
た
と
云
ふ
御
一
言
が
あ
つ
て
︑
夫
れ
は
罪
に
服
す
る
と
云

ふ
の
で
は
な
く
し
て
︑
御
手
数
を
掛
け
て
恐
入
つ
た
と
云
ふ
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
︒
其
時

分
は
今
日
の
如
く
法
の
整
然
た
る
時
と
違
ひ
︑
麁
忽
ナ
事
モ
ア
リ
マ
シ
タ
ロ
フ
︒
夫
れ
か

ら
安
芸
少
将

(
浅
野
長
勲
)

に
御
引
渡
し

【
付
箋
五
】

と
云
ふ
こ
と
で
直
ぐ
に
御
仕
度
で
御
出
立
で
あ
り
ま
す
︒





























西
本
清
介

(
広

島

藩

士

)

と
云
ふ
人
は
是
れ
は
一
時
少
弁
か
で
︑
是
れ
は
其
時
宮
様
の
警
衛
で
来
ま
し
た
︒




































其
者
に
宮
様
の
御
輿
を
引
渡
し
ま
し
た
︒
是
れ
は
八
月
十
六
日
の
事
で




























あ
り
ま
し
た
︒
其

前
か
ら
御
東
幸
に
就
て
機
密
の
事
を
承
つ
て
居
り
ま
し
た
︒
公
は
日
々
宮
中
に
出
ま
し
て
︑

監
察
使
と
い
ふ
が
あ
つ
て
東
海
道
筋
は
御
懸
念
で
多
く
の
探
偵
を
私
共
は
入
れ
て
置
き
ま

し
た
︒
備
前
の
御
藩
士
な
と
も
十
幾
人
︑
夫
れ
か
ら
長
州
の
藩
士
も
入
れ
て
置
き
ま
し
て
︑

東
海
道
に
配
置
致
し
て
置
き
ま
し
た
︒
真
島
な
ど
が
引
続
き
て
其
事
を
担
任
致
し
ま
し
た

の
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
︒
一
向
其
後
の
事
は
存
じ
ま
せ
ぬ
︒

○
池
田
侯

(
池
田
茂
政
)

白
紙
は
ド
ウ
い
ふ
も
の
で
︒

○
中
島
君

一
時
忘
れ
て
居
り
ま
し
た
が
︑
段
々
聞
く
と
小
原
が
知
つ
て
居
り
ま
し
た
︒

﹁
可
然
々
々
﹂
の
四
字
で
あ
り
ま
し
た
︒
御
手
判
別
の
紙
で
あ
り
ま
す
︒

○
池
田
侯

し
て
見
れ
ば
宮
の
印
と
も
思
は
れ
ぬ
︒

○
中
島
君

宮
の
印
と
も
思
は
れ
ぬ
︒
手
に
合
は
ぬ
︒

○
池
田
侯

浦
野
は
宮
さ
ん
の
御
家
来
で
︒

○
岡
谷
君

夫
れ
は
ド
ウ
し
て
宮
様
を
讒
謗
す
る
様
な
事
を
す
る
は
︑
前
田
の
賄
賂
で
も

取
つ
て
さ
う
な
つ
た
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
か
︒

○
中
島
君

夫
れ
は
分
ら
ぬ
︒
英
明
な
宮
様
で
あ
る
と
云
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
︑
関
東
の

若
い
者
も
悉
く
知
つ
て
居
る
︒
何
か
ソ
ン
な
事
で
西
京
に
出
て
来
た
の
で
あ
ら
う
が
︑
浦

野
と
出
会
つ
て
其
事
を
謀
る
の
は
ド
ウ
し
て
も
分
ら
ぬ
︒

○
池
田
侯

夫
れ
で
は
私
が
聞
た
事
が
あ
る
︒
青
蓮
院
ノ
宮
と
お
つ
し
や
つ
た
時
か
ら
浦

野
は
居
つ
た
者
で
︑
浦
野
が
宮
に
擯
斥
さ
れ
た
事
が
あ
る
様
子
で
︑
夫
れ
で
浦
野
は
怨
み

申
し
て
居
て
何
時
ぞ
や
や
ら
う
と
云
ふ
心
が
あ
つ
て
や
つ
た
様
に
思
ふ
︒
随
分
才
物
で
一

時
さ
う
い
ふ
訳
で
怨
ん
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
︑
其
辺
か
ら
陰
謀
を
や
つ
た
も
の
で

あ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
思
ふ
︒
人
の
口
碑
で
あ
る
か
ら
分
ら
ぬ
け
れ
ど
も
︑
さ
う
い
ふ
事
が

あ
る
様
に
聞
て
居
る
︒

○
中
島

【
付
箋
六
】

君

後
藤
縫
之
助
の
方
へ
着
︑
早
々
這
入
つ
て
前
田
が
潜
ん
で
居
り
ま
す
︒
其
後
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藤
の
方
へ
江
戸
か
ら
添
書
で
も
持
つ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
せ
う
︑
旧
と
か
ら
の
家
来
と
か




































云
ふ
者
が
一
所
に
な
つ
て
居
り
ま
す















︒
其
名
前
は
分
つ
て
居
り
ま
す
︒
是
れ
は
宮
様
の
御

手
許
に
あ
る
者
で
︑
辻
孫
右
エ
門
と
か
云
ふ
者
︑
モ
ウ
一
人
は
亀
六
と
申
し
た
か
︑
是
れ

は
清
岡
の
書
類
に
あ
る
︒
是
れ
が
前
田
を
引
入
れ
た
も
の
で
︑
夫
れ
も
後
ち
捕
縛
さ
れ
た
︒

○
岡
谷
君

伊
勢
の
坊
主
で
大
楽
院
が
周
旋
し
た
様
子
︒

○
中
島
君

夫
れ
は
直
接
で
こ
ざ
り
ま
せ
ぬ
︒
川
村
文
吾
と
云
ふ
者
が
大
楽
院
の
縁
家
の

者
で
︑
川
村
文
吾
の
旧
と
の
事
は
知
ら
ぬ
が
︑
清
岡
の
書
類
で
見
れ
ば
後
藤
の
手
代
で
︑

ア
レ
が
密
告
し
た
の
で
ご
ざ
り
ま
す
が
︑
其
風
采
を
見
る
に
武
士
に
も
あ
ら
ず
︒
又
堂
上

侍
に
も
あ
ら
す
︒
商
人
の
様
に
見
受
け
ま
し
た
が
︑
果
し
て
後
藤
の
旧
僕
︑
即
商
人
で
後

に
は
刀
を
指
し
た
の
で
あ
る
︒
其
者
も
大
楽
院
が
親ち
か

づ
き
て
︑
大
楽
院
は
関
係
が
あ
る
か

な
い
か
︑
私
共
に
後
に
東
京
に
出
た
後
と
の
調
べ
に
在
る
様
子
︒
川
村
文

【
付
箋
七
】

吾
は
善
く
な
い











者
で
あ
り
ま
す
︒
旧
と
の
主
人
後
藤
縫
之
助
の
方
も
不
都
合
で
暇
を
出
さ
れ
︑
其
他
追
々




































種
々
の
事
に
転
し
ま
し
た
が
︑
ド
コ
も
仕 し

く
じ
る
さ
う
で
後
藤
の
方
に
怨
み
か
無
い
か
と




































思
ふ
し
︑
出
て
居
る
か
ら
夫
れ
で
後
藤
に
居
つ
た
も
の
で
あ
る

























か
ら
知
つ
て
居
る
︒
夫
れ

て
後
藤
の
所
に
潜
伏
し
て
居
る
事
を
知
つ
た
も
の
で
あ
る
︒
何
に
し
て
も
火
の
起
り
は
川

村
で
大
原
家
に
密
告
し
た
も
の
で
あ
る
︒
丁
度
調
べ
に
三
十
日
か
仗

つ
た
︒

○
池
田
侯

さ
う
す
れ
は
川
村
が
始
め
で
あ
り
ま
す
ね
ー
︒

○
中
島
君

川
村
は
密
告
者
で
︑
丸
で
無
い
事
を
言
つ
た
の
で
は
な
く
︑
浦
野
と
前
田
の

間
で
出
来
た
も
の
て
︑
浦
野
が
前
田
を
欺
む
い
た
か
︑
両
人
で
巧
ん
だ
か
︑
何
に
し
て
も

宮
の
御
殿
へ
一
度
出
た
事
は
あ
る
が
︑
拝
謁
の
間
へ
出
た
事
は
な
い
の
で
︑
宮
の
御
声
が

仄
か
に
聞
へ
る
所
ま
で
行
つ
て
居
た
様
子
で
御
手
形
も
今
頂
戴
し
た
と
云
ふ
⁝
⁝

○
池
田
侯

妙
な
工
合
で
あ
る
ね
ー
︒

○
中
島
君

其
時
は
予
ね
て
拵
へ
て
前
田
を
欺
い
た
か
分
ら
ぬ
︒
前
田
は
宮
様
か
ら
頂
戴

し
た
と
思
つ
て
居
る
︒
浦
野
は
拝
謁
し
た
事
ハ
な
い
と
云
つ
て
居
る
︒

○
池
田
侯

前
田
ハ
ド
ウ
し
た
︒

○
中
島
君

是
れ
は
其
時
分
牢
死
で
も
し
ま
し
た
か
︒

○
池
田
侯

ド
コ
の
家
来
で
︒

○
中
島
君

旗
下
の
士
と
云
ふ
事
で
あ
る
が
︑
関
東
の
百
姓
か
で
あ
ら
う
と
思
ふ
︒
播
磨

守
で
も
何
で
も
な
い
の
で
︒

○
池
田
侯

本
姓
は
︒

○
中
島
君

矢
張
り
前
田
で
あ
る
︒
播
磨
守
は
拵
へ
も
の
で
前
田
何
太
郎
と
か
云
ふ
者
で
︒

(
欄
外
書
込
︶﹁
光
太
郎
﹂

○
岡
谷
君

是
れ
は
何
し
に
上
つ
た
の
で
︒

○
中
島
君

夫
れ
は
宮
様
に
色
々
申
上
げ
て
謀
ら
う
と
思
つ
て
と
申
し
ま
す
が
︑
夫
れ
は

本
当
や
ら
何
や
ら
分
ら
ぬ
︒
関
東
の
方
に
同
志
が
あ
る
か
と
い
ふ
と
︑
有
る
と
云
ふ
が
夫

れ
は
無
い
︒
上
野
で
破
れ
た
後
の
事
で
あ
る
か
ら
取
り
留
め
た
こ
と
は
な
い
が
︑
其
中
の

一
人
だ
と
申
す
の
で
︑
誠
に
是
れ
に
は
困
っ
た
事
は
清
岡
の
方
で
見
ま
し
た
が
︑
私
の
今

申
上
げ
ま
す
る
の
は
八
月
十
五
日
の
事
で
あ
つ
て
︑
十
六
日
は
其
事
に
御
手
か
附
き
た
の

で
︑
夫
れ
は
白
紙
に
明
礬
の
字
と
御
手
の
形
が
あ
つ
た
の
で
︑
夫
れ
ハ
宿
か
ら
持
つ
て
来

た
の
で
は
な
く
し
て
︑
宮
様
か
ら
貰
ふ
た
と
云
ふ
の
で
︑
さ
う
い
ふ
微
賤
の
者
に
渡
し
た

事
を
罰
し
に
な
つ
た
の
て
︑
夫
れ
は
後
ち
に
解
け
て
居
り
ま
す
︒

其
事
は
浦
野
兵
庫
の
欺
い
た
も
の
で
︑
其
方
の
知
ら
ぬ
事
で
あ
る
と
な
つ
て
︑
宮
様
の
冤

罪
ハ
洗
へ
た
の
で
あ
る
︒
夫
れ
は
明
治
三
年
で
︑
夫
れ
で
洗
へ
て
却
つ
て
悪
く
な
つ
た
︒

夫
れ
か
ら
﹁
然
る
に
﹂
と
云
ふ
字
が
あ
つ
て
︑
其
前
七
月
徳
川
慶
喜
よ
り
の
何
々
と
あ
る
︒

ソ
ン
な
事
は
な
い
の
で
微
賤
の
者
と
い
ふ
は
前
田
播
磨
守
と
か
︑
官
名
を
偽
つ
て
来
て
居

る
者
に
面
会
し
て
袞

徳
川
家
か
ら
の
書
類
を
受
取
つ
た
と
云
ふ
様
に
な
つ
て
居
る
︒
夫
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れ
ハ
事
実
ス
ツ
パ
リ
無
い
こ
と
で
あ
る
︒
コ
チ
ラ
か
ら
ア
チ
ラ
へ
渡
し
た
の
で
宮
様
が
御

渡
し
に
な
つ
て
︑
夫
れ
を
証
拠
と
し
て
帰
つ
て
︑
宮
様
に
も
御
同
意
で
あ
る
か
ら
是
れ
か

ら
人
数
を
押
出
さ
う
と
か
云
ふ
の
で
︑
夫
れ
は
浦
野
兵
庫
の
策
で
其
方
の
知
ら
ぬ
事
で
あ

る
と
云
ふ
御
沙
汰
に
な
つ
て
居
る
︒
﹁
然
る
に
﹂
と
云
ふ
空
中
に
楼
閣
が
出
来
て
居
る
︒

夫
れ
が
今
日
消
え
す
に
居
る
︒

○
池
田
侯

其
話
も
承
り
ま
し
た
︒
慶
喜
公
に
尋
ね
ま
し
た
が
︑
さ
う
い
ふ
事
は
無
い
と

云
ひ
ま
し
た
︒
可
笑
い
話
で
証
明
仕
や
う
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
︒

○
中
島
君

宮
様
の
芸
州
に
御
出
に
な
る
は
︑
白
紙
に
﹁
可
然
々
々
﹂
の
四
字
と
御
手
の

判
を
渡
し
た
が
︑
不
都
合
と
云
ふ
事
の
み
て
其
事
は
其
方
の
存
ぜ
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
云
つ

て
消
え
て
居
る
︒
然
る
に
其
前
七
月
と
あ
る
徳
川
慶
喜
の
使
と
称
し
て
卑
賤
の
者
に
面
会

を
致
し
て
其
者
に
御
面
会
に
な
つ
て
︑
其
者
か
ら
書
面
で
も
取
つ
た
様
に
な
つ
て
居
る
︒

○
丁
野
君

(
丁
野
遠
影
)

﹁
可
然
々
々
﹂
と
ば
か
り
⁝
⁝

○
中
島
君

大
小
軽
重
何
に
で
も
持
つ
て
行
か
る
仗

茫
漠
た
る
も
の
で
あ
る
︒

○
服
部
君

｢
可
然
﹂
と
云
ふ
と
答
へ
た
も
の
仗

様
で
︒

○
岡
谷
君

上
方
に
兵
を
率
ゐ
て
上
る
の
を
可
然
々
々
と
云
つ
た
様
で
︒

○
中
島
君

其
時
分
に
私
共
の
係
り
は
存
ぜ
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
す
︒

○
岡
谷
君

罪
の
有
る
者
は
千
歳
の
下
よ
り
之
を
罰
し
︑
罪
の
無
き
者
は
雪
ぎ
て
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
︒
就
て
ハ
御
沙
汰
ハ
丸
で
消
え
て
仕
舞
ふ
様
に
︒

○
宮
地
君

(
宮
地
厳
夫
)

夫
れ
は
東
京
へ
御
帰
り
の
後
と
で
︒

○
中
島
君

宮
様
が
芸
州
に
御
立
ち
ま
で
居
つ
た
が
︑
其
白
紙
の
他
に
何
も
な
い
︒
夫
れ

を
御
親
書
と
見
る
の
で
︒

○
岡
谷
君

小
松
・

(
小
松
帯
刀
)

西
郷
・

(
西
郷
隆
盛
)

広
沢
な

(
広
沢
真
臣
)

と
が
其
節
を
主
張
し
た
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
し
た
が
︒

○
中
島
君

小
松
は
居
ら
ぬ
筈
で
︒

○
岡
谷
君

其
他
は
御
謀
叛
と
看
做
し
た
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
か
︒

○
中
島
君

さ
う
で
あ
り
ま
す
︒

○
市
来
君

(
市
来
四
郎
)

其
時
の
御
裁
断
は
岩
倉
・
三
条
さ
ん
が
︒

○
中
島
君

三
条
さ
ん
は
御
承
知
ご
ざ
り
ま
す
ま
い
︒
岩
倉
さ
ん
で
︒

○
市
来
君

ア
ナ
タ
方
の
御
取
扱
ハ
八
月
十
六
日
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
︒
即
ち
十
五
日
に
御

裁
断
あ
ら
せ
ら
れ
た
と
見
る
で
ご
さ
り
ま
せ
う
か
︒
其
時
岩
下
方
平
抔
に
命
せ
ら
れ
た
さ

う
で
ご
ざ
り
ま
す
︒
夫
れ
か
ら
以
前
御
な
じ
み
で
も
こ
ざ
り
ま
す
か
ら
御
断
り
申
し
て
︑

夫
れ
か
ら
別
に
御
見
立
て
に
な
つ
た
と
云
ふ
こ
と
で
︒

○
中
島
君

夫
れ
も
此
間
清
岡
か
ら
承
り
ま
し
た
︒
宮
様
が
御
出
座
で
︑
夫
れ
に
大
原
・

徳
大
寺
・
坊
城
・
大
木
・
田
中
︑
夫
れ
に
私
・
土
肥
謙
蔵
︒
夫
れ
く
ら
ゐ
で
あ
つ
た
か
と

思
ふ
︒

○
岡
谷
君

勅
使
は
帯
剣
で
あ
り
ま
す
か
︒

○
中
島
君

撤
し
て
居
り
ま
す
︒

○
岡
谷
君

御
言
渡
が
あ
つ
て
︒

○
中
島
君

宮
は
恐
れ
入
つ
た
と
云
ふ
一
言
が
あ
つ
て
︑
確
か
と
覚
え
ぬ
が
御
書
付
が
あ

つ
て
︑
其
所
で
出
来
た
か
御
所
へ
走
つ
て
行
つ
て
出
来
た
か
︑
宮
様
は
朝
の
御
膳
前
で
︑

御
膳
召
上
つ
て
御
着め
し

替
が
あ
つ
て
御
立
ち
ま
で
三
四
時
間
も
ご
さ
り
ま
せ
う
︒
其
間
に
田

中
で
も
行
き
ま
し
た
か
︑
ド
ウ
も
其
辺
は
確
か
と
覚
え
ぬ
︒

○
岡
谷
君

御
書
付
が
あ
り
ま
す
か
︒

○
中
島
君

其
時
は
私
共
は
存
じ
ま
せ
ぬ
の
で
︒

○
市
来
君

巷
説
で
あ
り
ま
す
か
知
れ
ま
せ
ぬ
が
︑
其
原
因
は
古
い
事
で
あ
つ
て
︑
三
奸

二
嬪
と
云
つ
て
御
退
け
に
な
つ
た
が
︑
其
が
本
に
な
つ
て
醸
し
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
が
︒
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○
中
島
君

其
頃
に
は
存
じ
ま
せ
ぬ
︒
三
奸
と
か
云
ふ
事
は
承
知
し
て
居
り
ま
す
︒
詰
ま

り
宮
様
と
岩
倉
と
は
始
終
御
論
が
合
は
ぬ
で
居
つ
た
様
で
あ
り
ま
す
︒

○
丁
野
君

其
前
七
月
と
云
ふ
は
今
か
ら
見
れ
は
証
左
の
立
た
ぬ
事
で
︒

○
中
島
君

慶
応
四
年
の
七
月
の
事
で
︑
夫
れ
ハ
詐
偽
と
云
ふ
こ
と
で
御
取
消
に
な
つ
て

居
る
︒

○
市
来
君

其
御
取
消
に
な
つ
て
直
ぐ
に
御
帰
洛
で
︒

○
中
島
君

さ
う
云
ふ
訳
に
行
か
ぬ
︒
然
る
に
で
復
活
し
て
︑
ソ
コ
で
罪
一
等
を
減
し
て

広
島
に
御
住
居
と
云
ふ
事
に
な
り
ま
し
た
︒
其
時
は
宮
様
と
は
言
は
ぬ
の
で
庶
人
に
御
下

り
で
︒

○
市
来
君

其
時
分
の
取
扱
ハ
岩
倉
さ
ん
と
︑
夫
れ
に
木
戸
・

(
木
戸
孝
充
)

大
久
保
が

(
大
久
保
利
通
)

専
ら
事
を
執
つ

た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
︒

○
中
島
君

木
戸
・
大
久
保
・
広
沢
辺
で
ご
さ
り
ま
す
︒
夫
れ
に
副
島
が

(
副
島
種
臣
)

居
り
ま
し
た
袞

私
は
大
原
か
ら
聞
き
ま
し
た
︒
大
原
は
川
村
文
吾
か
ら
聞
た
の
で
︑
岩
倉
さ
ん
も
大
原
卿

か
ら
御
聞
き
に
な
つ
た
の
で
︒

○
丁
野
君

川
村
は
宮
の
家
来
で
あ
り
ま
す
か
︒

○
中
島
君

是
れ
は
縫
之
助
の
家
来
で
︑
縫
之
助
の
家
も
不
都
合
で
暇
に
な
つ
て
︑
大
原

家
へ
は
出
入
し
た
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
︒

○
池
田
侯

川
村
は
ド
ウ
し
た
の
で
す
︒

○
中
島
君

死
に
ま
し
た
︒
川
村
に
金
を
遣
つ
た
事
ま
で
知
つ
て
居
る
︒

○
池
田
侯

前
田
は
︒

○
中
島
君

是
れ
は
獄
に
繫
か
れ
て
牢
死
を
し
た
筈
で
︑
浦
野
と
云
ふ
者
は
後
に
一
度
許

さ
れ
た
が
︑
又
罪
を
犯
し
て
獄
死
し
た
︒

○
丁
野
君

宮
様
を
怨
み
奉
つ
た
者
が
あ
つ
て
致
し
た
事
の
様
で
︒

○
岡
谷
君

今
池
田
様
の
御
話
で
伺
へ
は
︑
浦
野
が
宮
様
に
擯
斥
さ
れ
た
の
を
怨
ん
だ
の

で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
で
︑
マ
ダ
ど
う
も
然
る
に
と
云
ふ
こ
と
が
あ
つ
て
ハ
ツ
キ
リ
せ
ぬ

様
で
︒

○
中
島
君

ド
ウ
し
て
ア
ー
い
ふ
御
沙
汰
に
な
つ
た
も
の
か
︑
此
間
も
清
岡
と
ド
ウ
し
て

斯
う
な
つ
た
も
の
か
と
云
ふ
事
を
言
ひ
ま
し
た
こ
と
で
︑
夫
れ
に
就
て
は
宮
様
の
家
来
に

目
方
と

(
目
加
田
栄
)

云
ふ
者
が
あ
る
︒
夫
れ
が
宮
の
冤
罪
を
雪
き
た
い
と
云
ふ
こ
と
か
ら
骨
を
折
り
ま

し
た
︒
其
時
分
辻
孫
右
衛
門
︑
モ
ウ
一
人
は
亀
六
と
か
云
ふ
者
に
就
て
聞
た
も
の
が
あ
る
︒

清
岡
が
京
都
の
御
住
居
で
写
取
つ
て
来
て
居
る
が
︑
ド
ウ
も
可
笑
い
︒
其
書
い
た
物
は
実

で
こ
ざ
り
ま
せ
ぬ
︒
其
者
の
妻
か
一
日
行
つ
て
留
主
で
︑
妻
が
今
日
参
つ
た
ハ
前
年
の
事

を
聞
き
た
い
為
め
で
と
云
つ
て
︑
妻
が
知
つ
て
居
る
丈
け
を
言
つ
て
︑
併
し
日
が
違
ふ
︒

七
月
頃
は
手
が
着
か
ぬ
が
︑
夫
れ
を
七
月
の
十
五
日
と
言
ふ
︒
其
後
夫
に
聞
き
た
が
矢
張

り
さ
う
言
ふ
︒
是
れ
は
月
を
間
違
て
居
る
の
だ
ら
う
と
思
ふ
︒
私
共
は
ヒ
ド
イ
目
に
逢
つ

て
拷
問
に
逢
つ
た
り
し
た
と
云
ふ
が
︑
さ
う
い
ふ
事
は
な
い
事
で
︑
警
保
官
を
置
い
た
時

は
夫
れ
は
残
ら
す
廃
し
て
仕
舞
ふ
て
︑
唯
々
任
意
の
白
状
で
打
つ
た
り
抔
す
る
事
は
な
い
︒

夫
れ
が
噓
の
一
つ
︒
夫
れ
と
月
日
が
違
ふ
︒
夫
れ
で
事
実
と
大
変
違
ふ
︒
モ
ウ
二
十
六
年

に
な
り
ま
す
の
で
︑
其
時
分
の
事
を
承
知
し
て
居
る
も
の
は
な
い
︒
児
島
シ
ユ
キ
と
児
島

銀
次
郎
と
云
ふ
者
が
居
り
ま
し
た
︒
是
れ
は
正
直
な
者
で
専
ら
探
偵
を
さ
せ
ま
し
た
︒
此

間
も
山
本
又
市
︵
欄
外
書
込
︶﹁
復
一
／
外
崎
﹂
に
言
つ
て
置
き
ま
し
た
が
︑
其
時
分
の
日

記
か
何
か
無
い
か
と
思
つ
て
︑
ア
チ
ラ
で
夫
を
調
べ
て
見
て
は
ド
ウ
か
と
言
つ
て
置
き
ま

し
た
︒
今
一
人
曽
我
と
云
ふ
者
を
探
偵
に
使
つ
た
が
︑
夫
れ
が
生
き
て
居
ら
ぬ
か
と
思
ふ
︒

今
日
は
没
し
た
か
も
知
れ
ぬ
︒
其
他
は
ご
さ
り
ま
せ
ぬ
︒

○
市
来
君

夫
れ
は
御
調
べ
に
な
つ
て
ハ
余
程
違
つ
て
居
り
ま
し
た
か
︒

○
中
島
君

此
に
宮
様
︑
此
に
大
原
︑
私
は
末
席
に
居
り
ま
し
て
︑
能
く
分
ら
ぬ
で
し
た
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が
︑
手
形
が
合
は
ぬ
で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
を
大
木
が
言
つ
て
居
り
ま
し
た
︒

○
市
来
君

御
手
形
は
墨
で
ご
さ
り
ま
す
か
︒

○
中
島
君

少
し
赤
い
様
で
︑
大
原
が
吟
味
役
で
︑
私
は
吟
味
役
で
ご
さ
り
ま
せ
ぬ
か
ら

陪
席
で
︒
夫
れ
で
私
は
能
く
見
ま
せ
ぬ
で
ご
さ
り
ま
し
た
︒
赤
い
と
い
ふ
こ
と
は
大
木
の

話
で
ご
さ
り
ま
す
︒
前
田
を
吟
味
す
る
の
に
宮
様
の
御
前
に
兵
庫
が
出
て
︑
自
分
よ
り
申

上
け
る
こ
と
を
取
次
ぎ
て
申
上
け
て
︑
宮
様
の
御
沙
汰
が
仄
か
に
聞
え
た
と
云
ふ
事
を
前

田
が
言
つ
て
居
る
︒
実
か
ド
ウ
か
知
ら
ぬ
︒

○
池
田
侯

詰
ま
り
浦
野
の
細
工
で
あ
る
︒

○
市
来
君

其
然
る
に
と
云
ふ
丈
け
が
不
都
合
で
ご
ざ
り
ま
し
た
ね
ー
︒

○
中
島
君

其
前
七
月
と
云
ふ
と
八
月
か
九
月
に
な
ら
ね
は
な
ら
ぬ
︒

○
丁
野
君

慶
喜
公
か
ら
差
出
し
た
使
と
云
ふ
こ
と
か
噓
と
云
ふ
事
が
分
れ
ば
⁝
⁝

○
中
島
君

徳
川
慶
喜
の
使
と
云
ふ
を
以
て
と
い
ふ
の
で
︒

○
丁
野
君

其
微
賤
の
者
に
対
面
し
た
と
云
ふ
の
で
︒

○
中
島
君

親
書
は
二
つ
与
へ
た
様
で
あ
る
が
︑
さ
う
で
な
い
︒

○
岡
谷
君

前
田
は
御
書
を
頂
戴
し
て
関
東
に
帰
れ
は
何
か
す
る
積
り
で
︒

○
中
島
君

さ
う
か
知
ら
ぬ
︒

○
岡
谷
君

軍
令
状
の
様
な
も
の
は
誰
れ
に
宛
て
た
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ぬ
か
︒

○
中
島
君

清
岡
は
ド
コ
で
求
め
た
か
持
つ
て
居
る
が
︑
甚
た
可
笑
な
も
の
で
宛
は
な
い

が
︑
又
其
一
軍
の
兵
を
率
ひ
て
行
く
者
の
名
は
あ
る
︒

○
市
来
君

沢
山
の
人
で
ご
さ
り
ま
す
か
︒

○
中
島
君

一
体
人
数
か
ら
さ
う
い
ふ
兵
が
あ
る
筈
は
な
い
︒

○
市
来
君

一
口
に
言
へ
ば
御
名
を
出
し
て
食
物
に
し
た
と
云
ふ
話
の
様
で
あ
り
ま
す
ね

ー
︒
し
て
見
れ
は
御
一
新
の
種
々
の
御
事
蹟
の
中
に
も
︑
是
れ
は
重
大
な
も
の
で
ご
ざ
り

ま
す
し
︑
今
之
を
伺
ひ
ま
す
れ
ば
︑
筆
を
採
る
に
は
御
冤
罪
と
断
然
書
い
て
宜
し
い
で
ご

ざ
り
ま
す
ね
ー
︒

○
中
島
君

宜
し
い
で
ご
ざ
り
ま
す
︒
前
の
浦
野
兵
庫
の
詐
偽
に
出
と
云
ふ
一
言
で
分
つ

て
居
る
︒

○
市
来
君

其
然
る
に
と
云
ふ
以
後
の
所
に
な
つ
て
も
︑
事
の
な
い
事
で
あ
れ
ば
今
日
歴

史
上
に
筆
を
執
る
に
は
訳
な
い
で
ご
ざ
り
ま
す
ね
ー
︒

○
中
島
君

七
月
十
五
日
に
起
つ
て
八
月
に
結
落
し
た
の
で
︒

○
市
来
君

宮
様
の
其
御
承
知
に
な
つ
た
時
の
次
第
と
い
ふ
も
の
も
︑
決
し
て
御
驚
き
の

も
の
で
も
な
か
つ
た
の
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
︒

○
中
島
君

一
向
泰
然
と
致
し
て
居
ら
れ
︑
何
を
言
つ
て
来
た
か
と
云
ふ
御
気
色
で
ご
さ

り
ま
し
た
︒

○
市
来
君

予
ね
て
承
つ
て
居
り
ま
し
た
が
︑
果
し
て
さ
う
で
ご
ざ
り
ま
す
︒

○
中
島
君

一
等
を
減
し
て
広
島
住
居
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
る
︒
さ
う
す
れ
ば
旧
と

の
親
王
様
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
︒
有
罪
は
一
等
減
じ
た
の
て
其
傍
に
何
時
し
か
親
王
様

に
御
な
り
で
︒

○
池
田
侯

夫
れ
か
ら
御
帰
洛
の
時
分
に
何
か
あ
つ
て
⁝
⁝

○
岡
谷
君

諸
王
に
復
し
て
︒

○
丁
野
君

諸
王
に
復
す
れ
は
罪
の
有
無
を
論
せ
ぬ
こ
と
に
な
つ
て
︑
前
の
事
は
曖
昧
で
︒

○
中
島
君

さ
う
て
あ
り
ま
す
︒
其
事
丈
け
が
今
に
存
し
て
居
る
︒

○
寺
師
君

さ
う
致
し
ま
す
と
︑
事
実
曖
昧
で
懸
念
く
ら
ゐ
で
ア
仭

い
ふ
御
取
扱
に
な
つ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
る
か
︒

○
中
島
君

其
時
は
さ
う
で
あ
る
が
︑
後
と
か
ら
見
れ
ば
立
派
に
な
い
の
で
︒

○
宮
地
君

宮
様
ハ
其
何
に
も
な
い
も
の
を
御
請
け
に
な
り
ま
し
た
か
︒
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○
中
島
君

先
刻
も
申
し
た
︑
如
何
に
も
恐
入
つ
た
と
言
は
れ
た
は
︑
其
事
が
恐
入
つ
た

と
云
ふ
の
で
は
な
く
し
て
︑
御
手
数
を
掛
け
た
を
恐
入
つ
た
と
云
ふ
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
︒

け
れ
ど
も
恐
入
つ
た
の
一
言
で
安
芸
に
遣
つ
た
の
で
︒

○
池
田
侯

恐
入
つ
た
も
曖
昧
で
︒

○
岡
谷
君

前
年
の
八
月
十
八
日
の
復
讐
で
︒

○
寺
師
君

朝
廷
で
是
れ
は
過
ち
と
云
ふ
こ
と
を
今
更
仰
る
事
も
出
来
ず
︑
曰
く
言
難
し

と
云
ふ
有
様
で
あ
り
と
存
し
ま
す
︒

○
服
部
君

是
れ
ま
で
の
行
立
ち
は
さ
う
い
ふ
訳
で
も
︑
是
れ
か
ら
他
日
正
史
を
御
作
り

の
時
は
︑
直
筆
よ
り
他
な
い
︒
直
筆
す
る
に
は
表
面
の
御
扱
は
勿
論
︑
池
田
さ
ん
の
御
話

の
様
に
其
根
を
掘
つ
て
見
ね
ば
面
白
く
な
い
︒
原
因
は
ド
コ
か
ら
出
た
と
云
ふ
の
が
大
切

な
所
で
︒

○
池
田
侯

山
田
は
︒

○
中
島
君

山
田
が
昨
年
来
て
︑
其
時
の
事
を
知
つ
て
居
れ
は
言
へ
と
云
ふ
こ
と
で
︑
其

時
私
共
が
取
扱
つ
て
︑
其
時
の
事
は
月
日
と
か
人
は
知
つ
て
居
る
が
︑
前
後
は
忘
れ
て
ハ

ッ
キ
リ
と
は
言
は
れ
ぬ
が
︑
御
冤
罪
と
云
ふ
こ
と
丈
け
は
相
違
な
い
と
申
し
ま
し
た
︒

○
寺
師
君

何
し
ろ
御
一
新
匆
々
の
時
で
︑
御
心
配
の
最
中
で
疑
心
暗
鬼
の
時
分
で
あ
り

ま
す
る
︒

○
中
島
君

大
早
計
で
寸
時
間
も
間
違
て
は
大
変
と
云
ふ
と
こ
ろ
か
ら
︒

○
寺
師
君

書
類
で
も
御
調
べ
に
な
つ
て
長
い
御
手
数
は
ご
さ
り
ま
せ
ぬ
の
で
あ
り
ま
す

る
か
︒

○
中
島
君

刑
法
官
に
鞠
獄
と
云
ふ
者
が
あ
つ
て
︑
其
時
中
村
知
一
郎
︵
欄
外
書
込
︶﹁
後

ノ
中
村
公
知
カ
／
外
崎
﹂
と
云
ふ
者
が
今
は
青
森
の
裁
判
所
長
か
を
し
て
居
る
が
⁝
⁝
︒

多
人
数
を
差
向
け
て
捕
縛
に
な
つ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
︒
夫
れ
を
引
き
て
行
く
捕

亡
司
と
云
ふ
者
が
あ
る
︒
夫
れ
は
西
田
周
作
で
是
れ
は
房
州
の
区
裁
判
所
に
居
る
︒
七
月

十
九
日
に
さ
う
い
ふ
事
は
な
い
が
︑
行
つ
た
か
行
か
ぬ
か
と
云
ふ
事
を
問
ふ
て
遣
り
ま
し

た
︒
返
事
が
な
い
︒
返
事
が
無
く
て
も
行
つ
た
事
は
な
い
に
相
違
な
い
︒
中
村
が
調
べ
た

も
の
で
あ
る
が
︑
其
次
に
居
つ
た
小
原
ス
ミ
太
郎
と
云
ふ
者
で
︑
是
れ
は
其
時
分
の
判
司

事
と
云
ふ
も
の
で
﹁
可
然
々
々
﹂
は
小
原
が
覚
え
て
居
つ
た
こ
と
で
︑
其
時
の
書
類
は
申

立
て
を
書
取
つ
て
京
都
府
へ
渡
し
ま
し
た
︒
京
都
府
下
に
在
る
其
書
類
を
調
べ
て
は
如
何

か
と
思
つ
て
居
る
袂
袒
︒
其
以
下
に
棚
橋
伝
之
助
︒
是
れ
は
京
都
の
与
力
で
死
ん
だ
︒
児

島
銀
次
郎
さ
い
居
れ
は
明
瞭
で
あ
つ
た
が
︒

○
寺
師
君

朝
廷
向
き
で
広
島
に
御
左
遷
後
︑
是
れ
は
ド
ウ
で
あ
つ
た
と
か
言
ふ
御
評
議

ハ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
か
︒

○
中
島
君

左
様
︑
ド
ウ
で
ご
さ
り
ま
し
た
か
︒
主
上
の
供
奉
を
し
て
九
月
西
京
を
立
つ

て
夫
れ
切
り
で
西
京
に
帰
ら
ぬ
︒
後
と
の
刑
法
官
が
取
扱
つ
た
の
で
あ
り
ま
せ
う
︒

○
池
田
侯

後
と
の
刑
法
官
は
ド
ウ
い
ふ
人
で
︒

○
中
島
君

土
肥
は
隠
岐
の
方
へ
行
つ
て
与
か
ら
ぬ
が
︑
間
島
万
次
郎
・
青
木
斎
宮
︑
此

両
人
で
あ
り
ま
せ
う
︒
鞠
獄
の
中
村
知
一
郎
は
是
れ
は
知
つ
て
居
り
ま
せ
う
袂
袒
︒
是
れ

は
宮
様
の
み
な
ら
ず
︑
皇
室
に
関
す
る
こ
と
で
︒

○
池
田
侯

陛
下
の

(
明
治
天
皇
)

御
名
誉
に
関
す
る
︒

○
中
島
君

帝
室
の
御
毀
誉
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
︑
充
分
調
査
し
て
明
ら
め
る
こ

と
は
大
事
で
あ
ら
う
と
思
ふ
︒

○
寺
師
君

岩
下
の

(
岩
下
方
平
)

話
に
キ
ツ
カ
リ
分
ら
ぬ
で
あ
り
ま
し
た
が
︑
大
原
卿
が
御
使
に
行
か

れ
て
ド
ウ
し
て
も
御
請
け
に
な
ら
ぬ
と
云
つ
て
大
原
卿
が
一
旦
帰
り
て
︑
其
時
岩
下
は
参

与
で
大
原
卿
が
ド
ウ
し
て
も
聞
か
れ
ぬ
と
云
つ
て
帰
る
と
︑
さ
う
い
ふ
事
で
は
い
か
ぬ
と

岩
倉
は
押
付
け
て
仕
舞
へ
と
云
ふ
こ
と
で
︑
押
付
け
さ
い
す
れ
ば
宜
い
と
云
ふ
丁
子
で
あ
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る
と
云
ふ
話
で
ご
ざ
り
ま
し
た
︒
戦
争
半
ば
で
も
あ
り
︑
無
理
で
も
や
つ
て
仕
舞
へ
と
云

ふ
意
見
で
な
い
か
と
思
は
る
仗

で
あ
り
ま
す
︒

○
岡
谷
君

山
本
復
一
の
話
に
す
る
と
︑
岩
倉
も
宜
い
所
は
宜
い
が
︑
ア
ノ
一
条
は
岩
公

が
悪
い
と
言
つ
て
居
る
︒

○
市
来
君

久
光
は

(
島
津
久
光
)

御
承
知
の
通
り
の
人
で
︑
ア
ノ
人
に
余
程
聞
き
ま
し
た
︒
是
れ
も
伝

聞
の
事
で
あ
り
ま
す
が
︑
是
れ
は
岩
倉
︑
夫
れ
に
木
戸
か
ら
起
つ
た
事
よ
と
言
は
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
︒
岩
下
の
言
ふ
と
こ
ろ
で
は
︑
押
付
け
て
仕
舞
へ
と
夫
れ
は
余
程
激
し
い

も
の
で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
で
︑
併
し
久
光
の
言
ふ
と
こ
ろ
は
伝
聞
で
あ
る
か
ら
分
り
ま

せ
ぬ
が
︑
モ
ッ
ト
吟
味
で
も
為
さ
ら
ぬマ仭
ば
な
ら
ぬ
の
に
︑
熟
せ
ぬ
の
を
御
取
扱
に
な
つ
た

様
で
︒

○
中
島
君

御
罰
文
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
は
夫
れ
は
出
来
て
居
つ
た
の
で
な
い
か
と
思
ふ
︒

○
丁
野
君

其
前
に
︒

○
中
島
君

宮
中
は
徹
夜
で
︑
私
は
一
方
で
前
田
を
吟
味
し
︑
一
方
は
浦
野
を
吟
味
し
︑

其
両
方
の
口
が
合
つ
て
白
紙
の
明
礬
書
を
請
取
つ
た
と
云
ふ
︒
夫
れ
ま
で
の
事
は
分
つ
た

か
ら
夫
れ
を
復
命
し
た
︒
夫
れ
は
三
時
過
ぎ
て
三
時
過
ぎ
に
両
方
の
調
べ
を
持
つ
て
行
つ

た
︒
と
こ
ろ
が
モ
ウ
夫
れ
で
宜
い
と
云
ふ
こ
と
で
︑
其
前
に
芸
藩
に
御
達
し
が
あ
つ
た
も

の
と
思
ふ
︒
左
も
な
け
れ
ば
兵
が
夜
の
中
に
芸
邸
か
ら
来
る
訳
は
な
い
︒

○
池
田
侯

芸
州
に
何
時
御
達
し
が
あ
つ
た
か
聞
け
ば
分
る
︒

○
中
島
君

私
か
斯
う
と
云
ふ
復
命
す
る
ま
で
は
分
ら
ぬ
︒
其
夜
の
十
時
頃
︑
浦
野
を
捕

縛
し
た
の
で
前
田
は
翌
日
か
翌
々
日
出
立
す
る
︒
夫
れ
て
其
晩
に
引
捕
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

で
あ
れ
ど
も
︑
宿
直
で
あ
る
︒
夫
れ
で
段
々
ド
ウ
す
れ
は
宜
か
ら
う
と
云
ふ
も
の
で
謀
つ

た
︒
浦
野
は
妻
か
︻
臨
月
で
浦
野
の
提
灯
を
借
り
て
出
入
の
者
を
雇
ふ
て
御
所
へ
行
つ
て

御
産
で
こ
ざ
り
ま
し
た
と
云
ふ
も
の
で
︑
下
ッ
て
来
る
と
途
中
で
や
つ
た
の
で
︑
夫
れ
か

ら
調
へ
る
と
ス
ラ
〳
〵
言
つ
て
仕
舞
つ
た
︒
︼
︵
欄
外
書
込
︶﹁
臨
月
云
々
ノ
一
段
ハ
御
削
リ

ヲ
乞
フ
﹂

○
池
田
侯

前
田
の
同
志
は
な
か
つ
た
か
︑

○
中
島
君

あ
り
ま
せ
ぬ
︒
彰
義
隊
の
一
人
と
云
ふ
の
で
︑
彰
義
隊
は
上
野
で
破
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
︒

○
寺
師
君

良
し
ん
ば
や
つ
て
も
事
既
に
晩
れ
た
と
い
ふ
時
で
︑
用
に
立
た
ぬ
事
で
あ
り

ま
す
ね
袂
袒
︒
夫
れ
で
御
出
立
の
際
の
事
を
聞
た
事
も
あ
り
ま
す
が
︑
御
出
立
あ
る
︒
直

ぐ
駕
籠
と
云
ふ
訳
で
あ
つ
た
様
子
︒
夫
れ
で
見
れ
ば
邪
魔
者
で
あ
る
か
ら
追
出
さ
う
と
云

ふ
事
に
な
つ
て
居
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
︒

○
中
島
君

朝
の
御
膳
を
召
上
ら
ず
御
用
済
み
で
召
上
つ
て
︑
何
時
も
御
奥
で
召
上
る
の

を
夫
れ
を
奥
へ
御
入
れ
申
さ
ぬ
︒
夫
れ
か
ら
老
女
五
十
ば
か
り
の
者
︒
是
れ
が
拝
謁
は
出

来
ぬ
︑
御
着
替
も
役
人
が
取
次
ぐ
様
な
こ
と
で
︑
老
女
と
御
召
使
の
女
中
二
十
位
の
者
︒

是
れ
は
幾
人
も
子
を
生
ん
だ
者
で
︑
加
茂
の
名
家
の
娘
で
︑
其
者
を
申
立
て
仗

後
と
か
ら

芸
州
へ
御
附
け
申
し
ま
し
た
︒
夫
れ
と
老
女
二
人
を
後
と
か
ら
遣
り
ま
し
た
︒

○
丁
野
君

始
め
は
御
一
人
で
︒

○
中
島
君

一
人
で
︒
其
時
は
其
事
を
扱
ひ
つ
仗

も
厳
し
い
と
思
つ
た
︒

○
丁
野
君

御
装
束
は
御
礼
服
で
︒

○
中
島
君

御
礼
服
で
な
い
と
思
ふ
︒
刑
法
官
出
勤
中
︑
御
輿
の
出
る
時
に
一
寸
出
ま
し

た
が
︑
御
乗
り
の
時
の
事
は
存
じ
ま
せ
ぬ
︒

○
岡
谷
君

嵯
峨
さ
ん
の
御
談
に
︑
奥
で
子
供
に
訣
れ
し
て
立
ち
た
い
と
お
つ
し
や
つ
た

が
︑
大
原
が
夫
れ
ハ
出
来
ぬ
と
言
つ
た
様
子
︒

○
中
島
君

其
通
り
で
あ
り
ま
す
袂
袒
︒
御
膳
を
表
で
上
け
た
︒

○
寺
師
君

宮
は
何
と
か
御
弁
解
で
も
あ
つ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
る
か
︒
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○
中
島
君

御
弁
解
は
な
い
︒

○
市
来
君

能
く
も
構
造
し
た
も
の
で
︒

○
岡
谷
君

夫
れ
で
は
段
々
難
有
う
︒

一
同
立
礼
す
︒

追
々
山
内

山
内
と
御
聞
取
ニ
成
候
か
不
存
候
得
共
︑
山
内
ニ
て
は
無
之
山
田
勘
解
由
な
り
︑
先
比
山

田
勘
解
由
よ
り
も
尋
ら
れ
︑
其
節
之
答
ニ
ハ
何
分
廿
六
年
前
之
事
ニ
て
一
々
記
臆
い

(

マ

マ

)

た
し

不
申
候
へ
共
︑
唯
御
冤
罪
ニ
て
あ
り
し
な
ら
ん
と
存
ず
と
丈
け
申
せ
し
事
ニ
御
座
候
︑

宮
之
芸
州
へ
御
下
り
ニ
成
り
し
後
ハ
︑
専
ら
御
東
幸
御
用
ニ
引
の
き
︑
九
月
御
発
輦
之
節

供
奉
被
仰
付
︑
東
京
へ
参
り
し
頃
ハ
西
京
詰
同
僚
取
扱
︑
私
ハ
一
切
関
係
致
サ
ヌ
事
ニ
候
︑

白
紙
ニ
礬
水
ヲ
以
テ
書
キ
シ
文
字
ハ
︑
可
然
々
々
ノ
四
字
ノ
ミ
ナ
リ
︑
外
ニ
御
手
ノ
形
ヲ

紙
ニ
押
シ
タ
ル
モ
御
渡
シ
ナ
リ
シ
ト
ノ
事
ヲ
密
告
者
ヨ
リ
申
出
︑
探
偵
ニ
カ
仭

リ
シ
ナ
リ
︑

其
軍
令
状
ハ
︑
陸
ハ
東
海
・
東
山
両
道
︑
海
ハ
摂
海
・
鳥
羽
・
敦
賀
ヨ
リ
京
都
ニ
集
リ
︑

宮
ヲ
擁
シ
テ
事
ヲ
為
サ
ン
ト
計
ル
モ
ノ
仭

如
シ
︑
右
軍
令
状
モ
段
々
調
ブ
レ
バ
︑
浦
賀野カ

が
拵
ラ
ヘ
タ
モ
ノ
ナ
リ
︑

芸
州
ヨ
リ
護
衛
兵
ノ
隊
長
西
本
清
介
出
頭
シ
︑
宮
ノ
御
輿
ヲ
引
渡
セ
シ
迄
ハ
取
扱
シ
モ
︑

其
以
後
ノ
事
ハ
御
東
幸
御
用
ニ
引
除
キ
︑
宮
一
条
ノ
残
務
ハ
一
切
関
係
セ
ザ
リ
シ
ナ
リ
︑

前
田
光
太
郎
ハ
京
都
ヘ
着
早
々
︑
後
藤
縫
殿
助
之
屋
敷
ニ
潜
居
セ
シ
事
ニ
付
︑
後
藤
ノ
家

僕
辻
孫
右
門
・
佐
藤
亀
六
と
云
者
も
あ
り
︑
皆
捕
縛
せ
し
者
︑

川
村
文
吾
ハ
元
々
朋
輩
佐
藤
亀
六
・
辻
孫
右
門
等
ニ
怨
ミ
て
も
あ
り
し
か
と
察
せ
し
事

⁝
⁝
︑
此
旅
ハ
川
村
之
密
告
七
月
十
五
日
ニ
起
リ
︑
宮
之
芸
ニ
御
出
立
八
月
十
六
日
迄
︑

三
十
日
ニ
御
座
候
︑

【
※
以
下
の
史
料
は
底
本
で
は
前
半
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
︑
配
列
変
更
し
た
】

朶
雲
拝
読
︑
時
薄
暑
之
侯
︑
高
館
益
々
御
清
穆
被
為
渡
奉
恭
賀

マ
マ

候
︑
爾
後
絶
而
御
疎
情
打

過
多
罪
々
々
︑
平
ニ
御
高
恕
奉
仰
候
︑
陳
ハ
劣
生
義
先
般
当
地
方
庁
へ
転
勤
を
被
命
候
付
︑

去
四
月
下
旬
赴
任
仕
︑
而
ル
ニ
五
月
十
二
日
付
尊
簡
ハ
前
任
地
へ
被
投
候
付
︑
為
ニ
数
日

間
途
中
ニ
淹
留
︑
漸
ク
当
月
初
旬
当
地
ニ
相
達
拝
接
候
次
第
︑
旁
貴
酬
斯
ク
遅
々
仕
︑
此

段
宜
敷
御
了
承
被
成
下
度
候
︑

偖
︑
明
治
元
年
八
月
中
川
宮
一
件
ニ
付
云
々
御
垂
示
之
趣
拝
承
︑
然
ル
ニ
過
日
当
地
着
後
︑

早
々
当
所
長
中
村
ヨ
リ
モ
清
岡
氏
よ
り
問
合
之
趣
ヲ
以
尋
ヲ
受
候
ニ
付
︑
稜
々
申
出
置
候

義
ニ
候
処
︑
尚
ホ
仝
事
件
御
尋
之
点
ニ
付
︑
左
ニ
追
想
之
侭
ヲ
申
上
候
︑

一
︑
前
田
光
太
郎
︵
当
時
前
田
伊
勢
守
ト
詐
称
ス
︶
ヲ
逮
捕
之
内
命
ヲ
受
候
ハ
八
月
上
旬
之

事
ト
覚
ヘ
︑
其
後
数
日
ヲ
経
テ
其
潜
伏
所
探
知
之
報
ニ
接
シ
︑
即
刻
捕
込
方
数
名
幷
御
用

掛
リ
松
村
・
津
田
ヲ
率
ヒ
︑
当
日
白
暮
比
︑
後
藤
之
宅
ニ
出
張
︑
光
太
郎
及
ヒ
島
津
馬
太

郎
ヲ
捕
獲
︑
其
翌
早
朝
劣
生
及
小
島
吟
次
郎
之
両
名
︑
西
町
奉
行
所
ニ
至
リ
︑
仝
所
ニ
て

拷
問
︑
其
白
状
ヨ
リ
浦
野
等
之
関
係
判
明
シ
︑
依
而
前
日
仝
様
部
下
ヲ
率
ヒ
︑
市
中
諸
所

探
索
之
末
︑
深
更
ニ
至
リ
北
野
五
番
所
妓
楼
ニ
於
テ
兵
庫
外
一
名
捕
縛
︑
又
当
日
夕
刻
前
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よ
り
雨
天
ナ
リ
シ
モ
︑
夜
半
前
よ
り
快
霽
︑
両
人
拘
引
之
途
中
満
月
清
光
ナ
リ
シ
ハ
今
ニ

記
憶
致
候
ニ
付
︑
正
シ
ク
八
月
十
四
五
両
日
之
外
ニ
ハ
出
テ
サ
ル
ヘ
ク
ト
確
信
仕
候
︑

一
︑
後
藤
之
手
代
辻
・
佐
藤
ノ
両
人
モ
光
太
郎
ヲ
潜
匿
為
致
候
廉
ヲ
以
勾
引
候
義
ニ
付
︑

是
亦
前
項
仝
日
比
ニ
捕
縛
致
タ
ル
ニ
相
違
無
之
候
︑

右
者
全
ク
記
臆
而
已
申
上
候
間
︑
他
説
ト
御
参
照
ヲ
蒙
リ
度
奉
希
候
︑
尤
当
時
之
日
記
等

錦
地
之
宅
ニ
存
在
候
様
ニ
覚
候
付
︑
過
日
中
村
よ
り
之
諮
問
之
節
︑
書
面
ヲ
以
捜
索
之
義

申
遣
候
得
共
︑
留
守
居
之
者
ニ
而
見
当
リ
兼
候
趣
申
越
︑
甚
遺
憾
之
事
共
ニ
御
座
候
︑
右

延
引
拝
酬
如
此
︑
尚
御
心
付
候
廉
も
有
之
候
ハ
仭

︑
次
便
ニ
可
申
上
候
也
︑
匆
々
敬
具
︑

六
月
八
日

忠
之

(
西
田
周
作
)
拝

中
島
公
閣
下

右
書
面
ニ
付
︑
中
島
錫
胤
氏
ヨ
リ
聞
ク
処
ノ
弁
正
︑

明
治
二
十
六
年
六
月
十
六
日
午
前
︑
中
島
氏
宅
ニ
於
テ
本
書
面
ヲ
披
ヒ
テ
廉
々
質
問
︑

答
弁
セ
ラ
レ
タ
ル
条
書
左
ノ
如
シ
︑

寺
師
宗
徳
誌

問

前
田
光
太
郎
ナ
ル
者
ハ
︑
旧
幕
臣
ニ
シ
テ
位
格
相
当
ノ
人
デ
ア
リ
マ
ス
カ
︒
又
平
凡

ノ
人
デ
ア
リ
マ
ス
カ
︒

答

旧
幕
臣
デ
ハ
ア
リ
マ
ス
マ
イ
︒
何
ク
ノ
人
ナ
ル
ヤ
生
レ
ハ
判
然
ト
シ
マ
セ
ン
︒
一
旦

新
徴
組
ニ
加
リ
居
タ
ル
ハ
別
条
ナ
シ
ト
聞
キ
マ
ス
︒

問

旧
幕
臣
ニ
ア
ラ
ス
︒
又
一
旦
新
徴
組
ニ
加
ハ
リ
シ
位
ノ
人
物
ナ
レ
バ
︑
或
ハ
本
ト
ハ

浮
浪
ノ
徒
テ
ア
リ
マ
ス
ガ
︑
浮
浪
ノ
徒
ニ
シ
テ
独
リ
テ
此
ノ
如
キ
大
事
ヲ
思
立
チ
︑
京
都

ニ
潜
伏
ス
ル
ト
ハ
少
シ
ク
不
相
応
ノ
仕
事
ナ
ラ
ン
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
︑
或
ハ
知
ラ
ン
︒
尚

ホ
他
ニ
仝
人
ヲ
指
嗾
シ
テ
此
企
ヲ
起
サ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ハ
ナ
キ
ヤ
︒
夫
等
ノ
事
柄
ハ
当
時

御
存
知
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
︒

答

成
程
︑
浮
浪
徒
輩
ノ
企
ニ
シ
テ
ハ
大
行
ニ
過
キ
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
︒
多
分
ハ
他
ニ
前
田

ヲ
使
ヒ
シ
人
ハ
ア
リ
マ
シ
ヨ
ウ
ニ
思
ヒ
マ
ス
︒
当
時
少
シ
モ
夫
等
ニ
マ
テ
ハ
思
ヒ
至
リ
マ

セ
ナ
ン
ダ
︒

問

島
津
馬
太
郎
ト
ハ
何
人
デ
ア
リ
マ
ス
︒

答

島
津
ハ
後
藤
縫
之
助
ノ
手
代
デ
ア
リ
マ
ス
︒

問

此
時
拷
問
ハ
ナ
カ
リ
シ
ヤ
ニ
先
達
ノ
御
話
ニ
ハ
伺
ヒ
シ
モ
︑
此
書
面
ニ
仍
レ
バ
用
ヒ

シ
モ
ノ
ト
見
ヘ
マ
ス
︒
当
時
未
タ
旧
風
ハ
去
ラ
ス
︑
充
分
用
ヒ
シ
ニ
ハ
相
違
ナ
ク
︑
為
メ

ニ
前
田
ノ
白
状
モ
速
カ
ナ
リ
シ
ナ
ラ
ン
ト
察
シ
マ
ス
︒

答

用
ヒ
シ
モ
ノ
ト
見
ヘ
マ
ス
︒
締
メ
上
ル
ト
カ
︑
又
ハ
打
叩
キ
タ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ

ヨ
ウ
︒
予
カ
調
ヲ
為
ス
ト
キ
ニ
ハ
︑
少
シ
モ
拷
問
ラ
シ
キ
コ
ト
ハ
ナ
サ
仭

リ
シ
カ
バ
︑
左

様
思
ヒ
シ
モ
書
面
ニ
記
セ
バ
聢
デ
ア
リ
マ
ス
︒

問

浦
野
ノ
捕
縛
ハ
先
達
ノ
御
話
ニ
テ
ハ
官
邸
ニ
宿
直
番
ナ
リ
シ
ヲ
呼
出
シ
テ
︑
帰
途
捕

ヘ
タ
リ
ト
覚
ヘ
マ
ス
カ
︑
書
面
ニ
テ
ハ
北
野
五
番
町
ノ
妓
楼
ニ
テ
捕
フ
ト
見
ヘ
マ
ス
︒
如

何
デ
ア
リ
マ
ス
︒

答

妓
楼
ニ
テ
捕
フ
ト
ハ
思
違
ヒ
デ
ア
リ
マ
ス
︒
浦
野
ヲ
捕
ヘ
シ
ハ
全
ク
宮
ノ
宿
直
番
ナ

リ
シ
モ
ノ
ヲ
誘
ヒ
出
シ
テ
︑
途
ニ
テ
捕
ヘ
シ
モ
ノ
ニ
相
違
ア
リ
マ
セ
ヌ
︒
此
点
ハ
西
田
ノ

考
違
ト
見
ヘ
マ
ス
︒
全
ク
宮
邸
ヨ
リ
呼
出
シ
テ
捕
ヘ
シ
モ
ノ
ニ
テ
︑
妓
楼
ノ
談
ハ
他
人
ノ

事
デ
ア
リ
マ
シ
ヨ
ウ
︒

問

書
面
ニ
仍
レ
ハ
当
日
雨
降
リ
シ
ト
見
ヘ
マ
ス
カ
︑
果
シ
テ
左
様
デ
ア
リ
マ
ス
カ
︒

答

成
程
︑
雨
ハ
降
リ
マ
シ
タ
︒
本
夜
ハ
振
リ
︑
又
ハ
上
リ
ス
ル
日
デ
︑
夜
中
雨
霽
レ
テ

清
月
ヲ
見
タ
ル
ハ
聢
カ
ニ
記
臆
シ
マ
ス
︒
予
ハ
蓑
ヲ
着
ケ
テ
馬
上
ニ
テ
出
行
キ
タ
リ
ト
覚
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ヘ
マ
ス
︒

問

八
月
十
四
五
日
ト
ア
リ
︒
相
違
ア
リ
マ
ス
カ
︒

答

満
月
ヲ
仰
キ
タ
ル
ハ
聢
カ
ニ
記
臆
シ
マ
ス
︒
十
四
五
日
比
ニ
ハ
相
違
ア
リ
マ
セ
ヌ
︒

予
モ
斯
ク
ハ
思
ヒ
居
リ
マ
シ
タ
︒

問

書
面
ニ
ハ
ナ
キ
モ
︑
前
田
ナ
ル
モ
ノ
仭

潜
伏
シ
タ
ル
コ
ト
ハ
何
人
カ
密
告
セ
シ
モ
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
︒

答

右
ハ
(
マ
マ
︑
川
村
文
吾
カ
)

ト
申
ス
者
デ
︑
仝
人
ハ
本
ト
後
藤
ノ
手
代
ナ
リ
シ
カ
︑
不
都
合

ア
リ
テ
暇
ト
ナ
リ
シ
者
ノ
由
︒
平
生
大
原
家
ニ
出
入
シ
︑
大
原
公
ニ
ハ
親
懇
セ
ラ
レ
シ
モ

ノ
ト
云
ヒ
マ
ス
︒
仝
人
後
藤
方
ニ
怪
キ
人
物
止
宿
セ
リ
ト
ノ
コ
ト
ヲ
気
付
キ
︑
彼
是
探
リ

テ
幕
人
ト
覚
リ
︑
幾
分
カ
旧
主
人
ニ
怨
ヲ
反
ス
ノ
下
心
ト
︑
何
カ
褒
美
ニ
テ
モ
貰
ハ
ン
ト

ノ
邪
心
カ
ラ
大
原
家
ニ
申
入
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
ヘ
マ
ス
︒
旧
主
人
ニ
ハ
実
ニ
怪
シ
カ
ラ
ヌ

不
届
者
デ
︑
然
シ
後
日
上
ヨ
リ
ハ
何
カ
褒
美
ヲ
ヤ
リ
シ
コ
ト
ア
リ
ト
覚
ヘ
マ
ス
︒

問

書
中
︑
清
岡
子
ヨ
リ
問
合
セ
ア
リ
テ
答
ヘ
タ
リ
ト
ノ
趣
ニ
見
ヘ
マ
ス
ガ
︑
書
類
デ
モ

出
サ
レ
マ
シ
タ
モ
ノ
カ
︒

答

書
類
ハ
旧
宅
ニ
ア
リ
ト
見
マ
ス
ケ
レ
ト
モ
︑
見
出
サ
ス
ト
ア
リ
マ
ス
︒
然
シ
清
岡
ノ

分
ト
照
ラ
シ
合
セ
ナ
バ
宜
シ
カ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
︒
或
人
ノ
話
ニ
宮
殿
下
ノ
御
書
類
カ
京

都
ニ
在
リ
テ
︑
何
カ
低
ヒ
人
ノ
内
ニ
数
多
ア
ル
ヤ
ニ
聞
キ
タ
ル
コ
ト
ア
レ
バ
︑
清
岡
ニ
託

シ
テ
捜
索
セ
シ
メ
タ
ナ
ラ
バ
好
シ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
︒
仝
人
帰
ラ
レ
ナ
バ
左
様
談
セ
ラ
レ
タ

シ
︒

問

宮
殿
下
ノ
処
ハ
是
迄
承
ル
処
ニ
テ
ハ
︑
全
ク
御
冤
罪
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
︑
何
カ
確
タ
ル

御
手
掛
テ
モ
有
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
︒

答

近
辺
ニ
住
居
ノ
山
田
友
章
カ
本
年
ノ
初
ニ
訪
フ
テ
︑
其
談
ニ
及
ヒ
︑
宮
殿
下
ハ
全
ク

御
冤
罪
デ
存
セ
ラ
ル
ル
ト
思
フ
ト
言
ハ
レ
シ
ニ
由
リ
︑
私
モ
夫
レ
ハ
其
通
リ
︑
全
ク
御
冤

罪
ト
思
フ
︒
御
冤
罪
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
断
然
申
ス
コ
ト
ヲ
憚
カ
ラ
ヌ
訳
デ
ア
ル
ト
言

ヒ
マ
シ
タ
︒
故
ニ
何
ト
云
フ
確
タ
ル
手
掛
モ
更
ニ
ナ
ク
︑
全
ク
風
ヲ
捕
フ
ル
様
ナ
コ
ト
カ

ラ
︑
茲
ニ
至
ラ
セ
ラ
レ
タ
モ
ノ
ト
思
ヒ
マ
ス
︒

問

全
ク
御
冤
罪
ト
極
マ
レ
ハ
︑
何
ト
カ
御
雪
冤
ノ
コ
ト
ナ
ク
テ
ハ
済
マ
セ
ラ
レ
ス
︒
ソ

レ
ニ
付
テ
ハ
如
何
ナ
ル
御
見
込
ナ
ル
ヤ
︒

答

如
何
ニ
モ
何
ト
カ
ナ
ク
テ
ハ
宮
モ
地
下
御
瞑
目
モ
出
来
サ
セ
ラ
レ
ヌ
コ
ト
仭

恐
察
シ

奉
ル
︒
一
般
ノ
臣
民
ナ
レ
ハ
大
赦
令
抔
ニ
テ
罪
状
消
滅
ト
申
ス
コ
ト
ア
レ
ト
モ
︑
親
王
様

ナ
レ
ハ
ソ
レ
モ
聊
カ
不
穏
当
ユ
ヘ
︑
如
何
ニ
セ
ハ
宜
シ
キ
ヤ
︒

問

愚
見
ニ
テ
ハ
故
宮
殿
下
ニ
対
セ
ラ
レ
テ
ハ
︑
今
更
如
何
ト
モ
致
方
ナ
シ
ト
セ
バ
︑
今

ノ
邦
彦
王
ニ
対
セ
ラ
レ
特
ニ
御
懇
篤
ノ
御
沙
汰
ヲ
モ
在
セ
ラ
レ
︑
更
ニ
御
厚
キ
御
待
遇
在

ラ
セ
ラ
レ
ナ
ハ
宜
カ
ラ
ン
カ
︒
斯
ク
在
セ
ラ
レ
ナ
バ
︑
独
リ
故
宮
殿
下
カ
地
下
ニ
瞑
目
在

セ
ラ
ル
仭

ニ
止
マ
ラ
ズ
︑
一
切
此
不
祥
ナ
ル
行
違
ノ
所
説
︑
跡
形
ヲ
残
サ
ヌ
コ
ト
ナ
ル
ニ

至
リ
マ
シ
ヨ
ウ
︒
兎
角
御
上
ヨ
リ
此
際
今
ノ
宮
様
ニ
御
懇
遇
在
ラ
セ
ラ
ル
仭

ノ
外
︑
穏
ナ

ル
御
処
置
ハ
ナ
キ
ヤ
ト
思
ヒ
マ
ス
︒
左
様
ナ
ク
テ
ハ
実
ニ

皇
室
ノ
御
為
メ
誠
ニ
恐
多
キ

汚
点
ヲ
留
ム
ル
モ
ノ
ト
シ
カ
思
ハ
レ
マ
ス
︒
如
何
御
考
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
カ
︒

答

如
何
ニ
モ
今
日
ノ
侭
ニ
テ
ハ
済
マ
セ
ラ
レ
ヌ
コ
ト
ト
思
ヒ
マ
ス
︒
成
程
普
通
人
民
ト

異
ナ
ル
方
ナ
レ
バ
︑
今
ノ
宮
様
ニ
対
シ
サ
セ
ラ
レ
︑
何
ト
カ
御
厚
キ
御
沙
汰
ヲ
降
サ
セ
ラ

レ
︑
特
ニ
何
様
ニ
カ
御
待
遇
デ
モ
在
ラ
セ
ラ
レ
ナ
バ
︑
前
々
ノ
事
ハ
一
時
ノ
迷
惑
ト
云
フ

ニ
止
マ
リ
テ
︑
悉
皆
消
テ
跡
ナ
ク
成
リ
マ
シ
ヨ
ウ
︒
ト
ニ
モ
カ
ク
ニ
モ
何
ト
カ
御
取
扱
ナ

ク
テ
ハ
歴
史
上
何
ニ
モ

皇
室
ノ
御
不
名
誉
ト
ナ
ル
カ
ト
恐
察
シ
奉
リ
マ
ス
︒

問

一
時
ノ
行
違
ト
ハ
申
シ
ナ
カ
ラ
︑
何
分

皇
室
ノ
御
歴
史
上
ニ
関
ス
ル
事
柄
ナ
レ
バ
︑

之
ヲ
明
ラ
メ
置
カ
サ
レ
バ
︑
何
時
マ
テ
モ
汚
点
ヲ
留
ム
ル
訳
ト
存
シ
マ
ス
︒
此
事
ハ
何
ト

カ
力
ヲ
尽
シ
タ
キ
コ
ト
ト
思
ヒ
マ
ス
︒
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答

如
何
ニ
モ
御
同
感
ナ
リ
︒
清
岡
ニ
モ
談
シ
︑
何
ト
カ
御
相
談
モ
致
サ
ン
︒
是
モ
尤
モ

大
切
ナ
ル
事
ナ
リ
ト
存
ス
︒

︵
朱
書
︶

岡
谷

史
談
会
幹
事

外
崎
覚
︵
花
押
︶

｢
東
京

(
朱
書
)

牛
込
区
東
榎
町
廿
番

外
崎

覚

﹂

【
付
記
】

本
稿
脱
稿
後
︑
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
﹁
池
田
家
文
庫
﹂
に
中
島
錫
胤
へ
の
談
話
聴
取

の
続
編
︵
明
治
二
十
六
年
六
月
七
日
に
聴
取
の
﹁
史
談
会
速
記
録

第
六
十
三
回
﹂
︶
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
︒
機
会
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
︒
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